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新
竹
田
市
の
財
政
事
情

　

先
月
号
で
は
、
新
竹
田
市
の
本
年
度
予
算
の
概
要
を
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
将
来
的
な
動
向
を
含
め
た
、
新
竹

田
市
の
台
所
事
情
（
財
政
概
要
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
お
知
ら
せ
す
る
内
容
で
は
、
旧
市
町
の
財
政
状
況
と
新
市
財

政
運
営
の
方
向
、
ま
た
、
今
後
の
財
政
運
営
を
見
通
す
う
え
で
大
き

な
指
標
と
な
る
地
方
債
（
借
入
金
）
の
状
況
、
基
金
の
保
有
状
況
、

そ
し
て
歳
入
で
直
接
財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
地
方
交
付
税
の
動

向
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

 

⑴
旧
市
町
の
財
政
状
況
と

 　

新
市
財
政
運
営
の
方
向

　

旧
市
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

平
成
15
年
度
の
決
算
を
分
析
し
て

み
る
と
、
ま
ず
市
町
村
の
財
政
の

弾
力
性
を
は
か
る
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
※
１
が
、
健
全
性
の

目
安
（
市
：
80
％
、
町
75
％
）
を

大
き
く
超
え
て
お
り
１
０
０
％
に

近
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
が
１
０
０
％
を

超
え
る
状
態
を
家
計
に
例
え
る

と
、
毎
月
の
給
料
で
毎
月
の
生
活

費
が
賄
え
ず
に
、
借
入
金
等
の
不

安
定
な
収
入
で
そ
の
穴
を
埋
め
て

い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
家
計

で
は
食
費
や
光
熱
水
費
等
の
支
出

を
見
直
し
、
無
駄
を
省
く
努
力
を

す
る
よ
う
に
、
旧
市
町
に
お
い
て

も
経
常
的
な
支
出
の
徹
底
的
な
見

直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
起
債
制
限
比
率
※
２

を
み
て
み
る
と
、
大
分
県
下
の
市

平
均
は
９
・
８
％
、
町
村
平
均
は

９
・
９
％
で
す
が
、
旧
町
は
平
均
を

超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
指
標
は
地

方
債
の
許
可
の
制
限
に
用
い
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
比
率
が
20
％
以
上

の
団
体
に
対
し
て
は
、
原
則
と
し

て
一
般
単
独
事
業
な
ど
に
係
る
地

方
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

公
債
費
負
担
比
率
※
３
は
、
公

債
費
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源

額
の
一
般
財
源
総
額
に
対
す
る

比
率
で
、
こ
れ
も
地
方
債
の
元
利

償
還
金
が
増
加
し
た
こ
と
等
に
よ

り
平
均
16
・
６
％
、
町
村
平
均

20
・
７
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
合
併
後
の
健
全
な
財
政
運
営

に
特
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
徹
底
し
た
事

務
事
業
の
見
直
し
や
行
財
政
運
営

の
効
率
化
等
に
よ
る
歳
出
の
抑

制
、
経
済
の
活
性
化
を
通
じ
た
税

収
の
増
加
等
を
図
る
な
ど
、
よ
り

一
層
の
財
政
の
健
全
化
に
努
め
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

⑵
新
市
の
地
方
債

 　
（
借
入
金
）
の
状
況

　

新
市
の
平
成
17
年
４
月
１
日
現

在
の
地
方
債
借
入
残
高
は
、
お
よ

そ
２
３
０
億
１
，
２
０
０
万
円

で
す
。
合
併
後
も
新
市
建
設
計
画

に
沿
っ
て
各
種
事
業
を
行
い
ま
す

が
、
借
金
の
額
が
あ
ま
り
大
き
く

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
本
当
に
必
要
な
事
業
だ
け
を

取
捨
選
択
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
19
年
度
に
か
け
て
償

還
（
借
金
返
済
）
の
ピ
ー
ク
を
迎

区　　分
平成 15年度決算額

1市 3町計
竹田市 荻　町 久住町 直入町

歳　入　A 9,635,097 3,091,166 4,160,639 3,397,638 20,284,540

歳　出　B 9,114,547 2,941,897 3,927,611 3,220,170 19,204,225

形式収支 C  A－B 520,550 149,269 233,028 177,468 1,080,315

翌年度繰越財源D 45,165 0 13,440 75,094 133,699

実質収支 E  C－D 475,385 149,269 219,588 102,374 946,616

単年度収支 F △ 33,869 39,991 74,040 41,622 121,784

積立金 G 174 54 71 299,156 299,455

積立金取り崩し額H 150,000 100,000 80,000 100,000 430,000

実質単年度収支 I △ 183,695 △ 59,955 △ 5,889 240,778 △ 8,761

旧市町の普通会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

経常収支比率 96.4％ 97.7％ 92.5％ 97.3％

起債制限比率 8.2％ 11.9％ 10.8％ 13.6％

公債費負担比率 18.3％ 24.9％ 21.4％ 24.7％

　　　　　　　　　　　　　　　経常経費充当一般財源※ 1経常収支比率 =
経常一般財源 +臨時財政対策債 +減税補てん債

× 100（％）

※ 2起債制限比率　起債制限比率は、地方債元利償還金から繰り上げ償還された
　　　　　　　　　額を除き、さらにこれに充当された一般財源のうち地方交付
　　　　　　　　　税が措置されたものを除いたものが、標準財政規模（地方交
　　　　　　　　　付税措置分を控除）及び臨時財政対策債発行可能額に対して
　　　　　　　　　どの程度の割合になっているかみるものです。
　　　　　　　　　　　公債費充当一般財源※ 3公債費負担比率 =

　一 般 財 源 総 額　
× 100（％）
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え
ま
す
が
、
毎
年
借
入
が
あ
り
、

償
還
の
額
は
左
の
表
よ
り
も
増
加

し
、
お
よ
そ
毎
年
30
億
円
程
度
の

償
還
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 

⑶
新
市
の
保
有
す
る

 　

基
金
の
状
況

　

竹
田
市
等
の
地
方
公
共
団
体

は
、
よ
り
安
定
的
な
財
政
運
営
を

行
う
た
め
、
そ
の
団
体
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
任
意
に
基
金
を
設
置

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
は
大
別
す
る
と
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
資
金
の
積
立
を
行
う

『
特
定
目
的
基
金
』
及
び
一
定
額

の
資
金
を
運
用
す
る
『
定
額
基
金
』

の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
『
特
定
目
的
基
金
』
の
具
体
例

を
挙
げ
ま
す
と
、
歳
出
予
算
に
不

足
を
生
じ
た
時
や
突
然
の
災
害
等

に
よ
る
緊
急
的
な
支
出
に
対
応
す

る
た
め
の
「
財
政
調
整
基
金
」、

地
方
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に
充

て
る
「
減
債
基
金
」、
ま
た
、
学

校
等
の
大
型
公
共
施
設
の
新
設
な

ど
に
備
え
た
「
公
共
施
設
整
備
基

金
」
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

一
般
家
庭
の
積
立
預
金
と
同
じ
よ

う
な
も
の
で
、
安
定
し
た
財
政
運

営
に
は
必
要
不
可
欠
の
預
金
財
産

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、『
定
額
基
金
』
の
具
体

的
な
例
で
は
、
将
来
必
要
と
な
る

公
共
用
地
を
あ
ら
か
じ
め
取
得
す

る
た
め
に
設
置
す
る
「
土
地
開
発

基
金
」、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

や
介
護
保
険
に
お
い
て
、
高
額
の

療
養
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
一

時
的
に
貸
付
け
る
「
高
額
療
養
費

等
貸
付
基
金
」、「
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
等
貸
付
基
金
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。『
定
額
基
金
』
は
当
初

に
積
立
て
る
額
に
増
減
は
な
く
、

「
土
地
開
発
基
金
」
で
あ
れ
ば
土

地
又
は
現
金
、「
高
額
療
養
費
等

貸
付
基
金
」
な
ど
で
あ
れ
ば
貸
付

金
又
は
現
金
と
い
う
形
で
、
常
に

一
定
額
を
運
用
し
て
効
果
を
上
げ

る
基
金
で
す
。

　

新
竹
田
市
の
一
般
会
計
に
お
け

る
基
金
の
設
置
状
況
を
ご
紹
介
し

ま
す
と
、『
特
定
目
的
基
金
』
の

う
ち
、
主
に
財
政
運
営
の
調
整

に
用
い
る
「
財
政
調
整
基
金
」
及

び
「
減
債
基
金
」
の
主
要
２
基

金
が
計
29
億
７
０
０
万
円
、「
公

共
施
設
整
備
基
金
」
を
は
じ
め

と
す
る
そ
の
他
の
特
定
目
的
基

金
が
28
種
で
23
億
９
、５
０
０
万

円
、「
土
地
開
発
基
金
」
を
は
じ

め
と
す
る
『
定
額
基
金
』
が
４
種

で
４
億
４
、０
０
０
万
円
、
合
計

34
種
で
57
億
４
、２
０
０
万
円
の

預
金
財
産
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、

地
方
債
（
借
入
金
）
の
償
還
返
済

や
施
設
の
大
規
模
改
修
に
備
え
た

「
簡
易
水
道
基
金
」
や
「
国
民
宿

舎
基
金
」
な
ど
の
『
特
定
目
的
基

金
』
を
設
置
し
て
お
り
、
合
計
８

種
の
基
金
で
５
億
７
、２
０
０
万

円
の
特
別
会
計
基
金
を
保
有
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
保
有
額
の
規
模

で
す
が
、
総
額
63
億
円
余
り
の
基

金
を
有
す
る
も
の
の
、
こ
れ
は
新

竹
田
市
に
と
っ
て
決
し
て
十
分
と

言
え
る
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

月
の
市
報
で
、
新
竹
田
市
の
本
年

旧市町・組合名 竹 田 市 荻　　町 久 住 町 直 入 町 広域消防 広域連合 計

H17年4月1日現在借入残高 8,297,999 3,804,652 5,719,696 4,557,201 62,970 570,094 23,012,612

H17 1,055,879 555,710 707,726 560,726 10,891 5,060 2,895,992

H18 1,014,690 476,075 685,746 564,929 10,226 47,658 2,799,324

H19 1,037,769 476,495 695,776 562,884 9,191 47,658 2,829,773

H20 956,591 453,808 632,061 559,046 8,473 47,658 2,657,637

H21 860,331 400,584 605,984 492,421 5,844 47,658 2,412,822

H22 758,330 318,593 534,696 428,396 3,321 47,658 2,090,994

H23 648,994 265,676 425,558 365,174 1,704 47,658 1,754,764

H24 568,078 212,565 354,112 312,363 1,704 47,658 1,496,480

H25 502,911 181,521 298,654 265,517 1,704 47,658 1,297,965

H26 393,076 144,762 275,513 220,551 1,704 47,658 1,083,264

（単位：千円）

年
度
別
償
還
の
状
況

会計区分 基　金　区　分 基金額（H17.4.1現在） 摘　　　　要

一般会計

財政調整基金 22億 1,000 万円 本年度予算で既に10億円を取壊し

減債基金 6億 9,700 万円

その他の特定目的基金 23億 9,500 万円 公共施設整備基金など 28種

定額基金 4億 4,000 万円 土地開発基金など 4種

特別会計 特定目的基金 5億 7,200 万円 簡易水道基金など 8種

合　　　　計 63億 1,400 万円

地方債借入残高及び年度別償還状況
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度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
そ
の
予
算
編
成
に
当
た

り
、
一
般
会
計
で
既
に
10
億
円
を

超
え
る
基
金
の
取
崩
し
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
が

続
き
ま
す
と
、
財
政
運
営
の
調
整

に
用
い
る
基
金
は
わ
ず
か
２
年
で

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
仮
に
財

政
調
整
に
運
用
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
そ
の
他
の
特
定
目
的
基
金
を

使
用
し
た
と
し
て
も
、
５
年
先
に

は
基
金
が
底
を
つ
き
、
身
動
き
の

と
れ
な
い
、
逼
迫
し
た
財
政
状
況

に
陥
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
貴
重
な
財
産
で
あ
る
基

金
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
、
今

後
と
も
健
全
な
財
政
運
営
に
徹
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

⑷
新
市
の
特
別
会
計

　

 

の
状
況

　

新
竹
田
市
の
特
別
会
計
予
算
の

う
ち
、
準
公
営
企
業
の
簡
易
水
道

事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て
は

独
立
採
算
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
一
般
会
計
予

算
か
ら
繰
入
や
基
金
取
崩
し
を
し

な
け
れ
ば
事
業
の
運
営
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
加
入
金
や

使
用
料
等
の
料
金
体
系
は
合
併
前

の
旧
１
市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

新
市
と
し
て
の
均
衡
及
び
独
立
採

算
性
を
図
る
た
め
に
も
、
適
正
な

料
金
体
系
の
設
定
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
、
調
整
期
間
を
前
倒
し
し

て
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

 

⑸
地
方
交
付
税
の
状
況

　

 

及
び
今
後
の
見
通
し

　

地
方
交
付
税
と
は
、
国
税
５
税

（
所
得
税
、法
人
税
、酒
税
、消
費
税
、

た
ば
こ
税
）
を
原
資
と
し
、
地
方

公
共
団
体
が
等
し
く
そ
の
行
う
べ

き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、
一

定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る

税
の
事
を
言
い
ま
す
。
こ
の
地
方

交
付
税
は
竹
田
市
の
も
っ
と
も
大

き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
は
普
通

交
付
税
と
特
別
交
付
税
が
あ
り
、

普
通
交
付
税
が
安
定
的
な
収
入
と

し
て
地
方
自
治
体
の
歳
入
予
算
に

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担

金
の
見
直
し
及
び
税
源
移
譲
に

伴
い
縮
減
の
方
向
に
向
か
っ
て
お

り
、
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度
に

か
け
て
、
旧
１
市
３
町
合
計
で
約

13
億
４
、０
０
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
の

地
方
交
付
税
は
、
国
の
総
額
で
前

年
度
比
０
・
１
％
増
と
、
ほ
ぼ
横

ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
に
伴
う
普
通
交
付
税
の
算

定
に
つ
い
て
は
、
①
合
併
後
の
数

値
を
使
用
し
て
算
定
す
る
一
本
算

定
と
②
合
併
年
度
及
び
こ
れ
に
続

く
10
か
年
度
に
つ
い
て
、
合
併
が

な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
毎
年
算
定

し
た
普
通
交
付
税
を
全
額
保
障

し
、
そ
の
後
５
か
年
度
で
増
加
額

を
段
階
的
に
縮
減
さ
せ
る
方
法
の

二
通
り
が
あ
り
、
額
の
高
い
方
が

そ
の
年
度
の
交
付
税
額
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
現
状
の
額

が
永
久
に
確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
計
算
の
基
礎
と
な

る
数
値
で
人
口
な
ど
が
減
少
す
れ

ば
交
付
額
も
減
額
さ
れ
ま
す
し
、

国
の
動
向
に
つ
い
て
も
注
意
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
新
竹
田
市
の
台
所
事
情

を
お
お
ま
か
に
５
つ
の
項
目
に
分

け
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
国
の

施
策
で
あ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の

見
直
し
、
税
源
移
譲
、
地
方
交
付

税
の
縮
減
等
を
３
柱
と
す
る
「
三

位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
、
国
の

財
政
状
況
は
時
々
刻
々
の
動
き
を

見
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

方
の
財
政
運
営
に
お
い
て
も
将
来

的
な
見
通
し
と
見
極
め
が
大
変
難

し
く
、
社
会
情
勢
に
応
じ
た
敏
速

な
政
策
的
判
断
と
展
開
の
早
い
財

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
町
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く

つ
か
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
大
の

目
的
は
財
政
基
盤
の
強
化
と
言
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
堅
実
、
強

固
な
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と

こ
そ
が
こ
れ
か
ら
の
市
行
政
に
課

せ
ら
れ
た
大
き
な
責
任
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

な
が
ら
も
、
一
方
で
は
行
財
政
基

盤
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
大
き
な
課
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
様
に
は
新
竹
田

市
の
財
政
状
況
を
十
分
に
ご
理
解

い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の

行
財
政
改
革
を
強
く
押
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（単位：千円）

17 年度地方交付税予算計上額
（単位：千円）

年度別普通交付税交付額　　　　（単位：千円）
H16実績額 H15実績額 H14実績額 H13実績額

旧 竹 田 市 3,051,418 3,261,027 3,472,353 3,693,975

旧　荻　町 1,191,383 1,255,955 1,368,163 1,467,270

旧 久 住 町 1,471,200 1,452,607 1,578,555 1,715,907

旧 直 入 町 1,083,333 1,127,949 1,195,706 1,257,356

旧自治体   計 6,797,334 7,097,538 7,614,777 8,134,508

前年対比 △ 300,204 △ 517,239 △ 519,731

区　分 金　額

普　通
交付税 6,750,000

特　別
交付税 693,326

計 7,443,326

特　別　会　計　名 H17 予算額 予算に対する繰入金額

竹田市簡易水道事業特別会計 280,717
一般会計繰入金 70,029

基金会計繰入金 28,356

竹田市農業集落排水事業特別会計 133,304
一般会計繰入金 58,642

基金会計繰入金 15,000

竹田市浄化槽整備推進事業特別会計 307,172
一般会計繰入金 49,977

基金会計繰入金 1,398
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竹田市職員の給与などの状況 竹田市職員の給与などの状況を
お知らせします。

区　分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当り給与費
（B/A）給　料 職員手当 期末勤勉手当 計 B

平成 17年 506 人 2,273,179 千円 276,696 千円 851,138 千円 3,401,013 千円 6,721 千円

⑴  職員給与費の状況（一般会計本予算ベース）

※職員手当には退職手当を含みません。※職員数には市長、助役を含みません。

⑵  職員の平均給料、給与月額及び平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　（平成 17年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 369,100 円 410,600 円 44 歳２月

技能労務職 385,100 円 405,500 円 48 歳 9月

⑶  職員の初任給の状況　　　　（平成 17年４月１日現在）

一般行政職
大学卒 166,500 円
高校卒 143,300 円

技能労務職
大学卒 163,900 円
高校卒 141,500 円

⑷  職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区　　　　　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職
大学卒 （32歳）　269,300 円 （37歳）　321,100 円 （42歳）　366,100 円
高校卒 （28歳）　221,100 円 （33歳）　277,600 円 （38歳）　328,500 円

技能労務職
大学卒 （32歳）　252,500 円 （37歳）　304,800 円 （42歳）　366,100 円
高校卒 （28歳）　209,400 円 （33歳）　260,900 円 （38歳）　313,100 円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の、採用後の年数をいうものです。

⑸  一般行政職の給別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 17年４月１日現在）
区　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

事務員
技術員

主　事
技　師 主　任 主　査

係　長
困　難
係　長

特　困
係　長

課　 長・
課長補佐 課　長 部　長

職員数（人） 3 10 20 51 16 71 102 46 8 327
構成比（％） 0.9％ 3.1％ 6.1％ 15.6％ 4.9％ 21.7％ 31.2％ 14.1％ 2.4％ 100％

前年の構成比（％） 1.6％ 4.4％ 7.0％ 14.9％ 6.3％ 24.4％ 32.5％ 8.9％ 100％
※竹田市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑹  職員手当の状況　　　　　　（平成 17年４月１日現在）

期　　末

勤勉手当

支 給 額 期末手当 勤勉手当
6 月 期 1.40 月分 0.70 月分
12月期 1.60 月分 0.70 月分
計 3.00 月分 1.40 月分

退　　職

手　　当

勤続年数 自己都合 勧　　奨
勤続 20年 21.000 月分 27.300 月分
勤続 25年 33.750 月分 42.120 月分
勤続 35年 47.500 月分 59.280 月分

⑺  特別職の報酬等の状況　　　（平成 17年４月１日現在）
区　　　　　分 給料月額等

給　　料
市　　長 814,000 円
助　　役 653,000 円

報　　酬
議　　長 402,000 円
副 議 長 362,000 円
議　　員 340,000 円

期末手当

市　　長
助　　役
議　　長
副 議 長
議　　員

6 月 期　1.60 月分
12月期　1.70 月分

　　計　　3.30 月分}
⑻  定員の状況（定員管理調査抜粋）
　ア  部門別職員数の状況　（各年４月１日現在） 　イ  平成 17年の職員の増減状況（４月１日現在）
区　　分 職　員　数 対前年増減数
部　　門 平成15年 平成 16年 平成 17年 平成 15年 平成 16年 平成 17年

議　　会 7 7 5 0 0 △ 2
総務企画 96 94 82 3 △ 2 △ 12
税　　務 28 28 31 △ 1 0 3
民　　生 70 69 68 △ 2 △ 1 △ 1
衛　　生 38 39 38 0 1 △ 1
農林水産 67 66 69 △ 4 △ 1 3
商　　工 13 14 16 0 1 2
土　　木 29 30 30 △ 2 1 0
小　計 348 347 339 △ 6 △ 1 △ 8
教　　育 84 78 74 △ 1 △ 6 △ 4
消　　防 75 76 74 0 1 △ 2
小　計 159 154 148 △ 1 △ 5 △ 6

普通会計 507 501 487 △ 7 △ 6 △ 14
水　　道 12 11 9 0 △ 1 △ 2
そ の 他 26 27 25 2 1 △ 2
小　計 38 38 34 2 0 △ 4

合　　計 545 539 521 △ 5 △ 6 △ 18

一
般
行
政
部
門

部　　門 増員数 減員数 差　引
議　　会 0 2 △ 2
総務企画 0 12 △ 12
税　　務 3 3
民　　生 0 1 △ 1
衛　　生 0 1 △ 1
農林水産 3 3
商　　工 2 2
土　　木 0 0
小　計 8 16 △ 8

特　別
行　政
部　門

教　　育 0 4 △ 4
消　　防 0 2 △ 2
小　計 0 6 △ 6

公営企業等
会 計 部 門

水　　道 0 2 △ 2
そ の 他 0 2 △ 2

合　　計 8 26 △ 18

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政

部　
　

門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

⑼  定員適正化計
　  画について
　定員モデルを
基本とし、これ
までの定員管理
の実績、今後予
定される新規事
業等を　勘案し、
全部門を対象に
減員を図る。

（以下⑺まで給与実態調査抜粋）

※平成 15、16年の数値は、合併前の構成団体の合計です。



9　2005年8月発行

 

原
爆
・
終
戦
の
日
」に

 

黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

　

竹
田
市
で
は
、
戦
後
60
年
を
迎
え
る
今

年
、
広
島
・
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原
爆
と
、

戦
争
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

を
想
い
、ま
た
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、

左
記
の
時
間
に
１
分
間
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
平
和
を
祈
る
黙
と
う

に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
広
島
平
和
記
念
日

　

８
月
６
日
㈯　

８
時
15
分

●
長
崎
原
爆
の
日

　

８
月
９
日
㈫　

11
時
２
分

●
終
戦
記
念
日

　

８
月
15
日
㈪　

12
時

 

ふ
る
さ
と
生
活
伝
承
講
座

 

受
講
生
募
集

　

竹
田
市
の
ふ
る
さ
と
技
術
一
番
さ
ん
・

腕
自
慢
さ
ん
と
一
緒
に
「
手
芸
」
を
通
し

て
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
者
は
、
８
月

16
日
㈫
ま
で
に
農
業
振
興
普
及
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈫　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎
31
会
議
室

内
容　
「
猫
の
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
　
　
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」
づ
く
り

講
師　

ふ
る
さ
と
生
活
技
術
一
番
さ
ん

　
　
　

酒
井
多
嘉
子
、
甲
斐
小
夜
子

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

　
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」
を
作
る
方
は
、

ハ
ン
カ
チ
を
２
枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

大
分
県
竹
田

　

直
入
地
方
振
興
局
農
業
振
興
普
及
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
63‒

３
１
７
７

 

﹁
く
ら
し
の
安
心
相
談
員
﹂に
よ
る

 

豊
肥
地
域
管
内
統
一
相
談
実
施

　

年
々
増
加
す
る
消
費
者
被
害
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
、
ま
た
よ
り
一
般
消
費

者
に
近
い
立
場
で
相
談
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
豊
肥
地
域
管
内
統
一
相
談
日
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
員
は
く
ら
し
の
安
心
相
談

員
で
す
。

日
時　

８
月
25
日
㈭　

13
時
〜
16
時

会
場　

本
庁
３
階
第
５
会
議
室
及
び
各
総

　

合
支
所

内
容　

訪
問
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

　

の
消
費
者
相
談

　

こ
の
名
簿
は
、
平
成
16
年
７
月
11
日
か
ら

平
成
17
年
７
月
10
日
の
間
に
亡
く
な
ら
れ
た

竹
田
市
（
旧
市
町
）
に
住
民
票
を
有
す
る
方

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
都
合
で
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
方
、
市
外
で
死
亡
さ
れ
た
方
な
ど
で
未

掲
載
の
方
も
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
初
盆
家
庭
と
は
必
ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。

竹田市「農業再発見ツアー」（第１弾）

「集まれ！竹田市で農業したい人」
　竹田市就農ガイドセンターでは、竹田市
で新規就農を目指す人を対象に、市内農業
を紹介するバスツアーを下記のとおり計画
しました。
　「脱サラして農業にチャレンジしたい」、
「県外に就職した子どもに帰ってきてほし
い」、「定年後は竹田市に帰って農業がした
い」等、竹田市の農業に興味がある人はぜ
ひ参加ください。
日　時　８月 28日㈰　９時 30分～ 16時
場　所　直入総合支所　９時 20分集合
研修先　竹田市の野菜、果樹、花き、畜産
　　　　農家を見学します。
募集対象　竹田市で農業に挑戦したい人
募集人員　30人
　※申込多数の場合は、抽選となります。
参加経費　１人当たり５００円（昼食代）
申込方法　８月 18 日㈭までに、電話又は
　FAXで左記事務局まで申込みください。
●お問い合せ・申込み
　竹田市就農ガイドセンター（農林畜産課内）
　担当：永星　☎ 63-4805　FAX63-3990
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「
く
じ
ゅ
う
湿
原
│

タ
デ
原

わ
ら

・
坊
が
ツ
ル
」
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
候
補
地
に

　くじゅう湿原のタデ原湿原（九重町）と坊がツル湿原（竹田市久住町）につ
いて、ラムサール条約の湿地登録に向けた検討が行われています。
　ですが、ラムサール条約とは、どんな条約でしょうか？　湿原とはどんな場
所でしょうか？
　今月から数回にわたり、ラムサール条約と坊がツルについてお知らせします。

 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
？

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
正
式
名
称

は
、「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し

て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す

る
条
約
」
と
い
い
ま
す
。
昭
和
46

年
、
イ
ラ
ン
の
ラ
ム
サ
ー
ル
に
お

い
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

 

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
目
的

　
湿
原
、
沼
沢
地
、
干
潟
等
の
湿

地
は
、
様
々
な
種
類
の
生
物
を
育

み
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て

と
て
も
大
事
な
環
境
で
す
。
し
か

し
、
湿
地
は
干
拓
等
の
開
発
対
象

に
な
り
や
す
い
上
に
、
気
候
の
変

化
等
で
簡
単
に
消
え
て
し
ま
い
ま

す
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
、
生
態

学
上
、
動
植
物
学
上
等
の
重
要
性

を
認
識
し
、
湿
地
の
保
全
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

 

日
本
と
加
盟
国

　
平
成
17
年
２
月
現
在
、
こ

の
条
約
を
結
ん
だ
国
は
１
４
４

か
国
で
、
登
録
湿
地
数
は

１
、４
２
１
か
所
、
総
面
積
は

１
２
３
、９
２
４
、３
５
５
㌶
あ
り

ま
す
。

日
本
は
、
昭
和
55
年
に
条
約
に
加

入
し
ま
し
た
。
釧
路
湿
原
を
は
じ

め
、
13
か
所
、
８
４
、０
８
９
㌶

の
湿
地
を
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
11
月
７
日
〜
15
日
に
第
９

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
）
が

ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
会

議
の
中
で
く
じ
ゅ
う
湿
原
の
登
録

に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

「
野
焼
き
が
坊
が
ツ
ル
を

　
守
っ
て
い
ま
す
」

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
も
と
も
と

の
「
水
鳥
の
生
息
地
」
と
し
て
の

湿
地
を
保
存
す
る
た
め
の
国
際
条

約
か
ら
、「
多
様
な
湿
地
の
生
態

系
そ
の
も
の
の
保
存
」
を
主
眼
に

置
く
よ
う
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
坊
が
ツ
ル
の
生
態
系
は
、
地
元

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
企

業
が
前
年
の
８
月
頃
か
ら
計
画
を

立
て
る
春
の
野
焼
き
で
保
た
れ
て

い
ま
す
。

　
行
政
に
は
、
坊
が
ツ
ル
を
保
存

す
る
た
め
に
野
焼
き
に
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
茅
野
　
博
）

「
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る

　
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」

　
坊
が
ツ
ル
が
国
際
的
に
も
認
め

ら
れ
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
候

補
地
に
な
っ
た
こ
と
は
郷
土
の
名

誉
で
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
い
限

り
で
す
。

　
坊
が
ツ
ル
は
、ヨ
シ
、ヌ
マ
ガ
ヤ
、

リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
ミ
メ
ミ
ズ
ゴ
ケ
、

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ

ウ
等
、
湿
原
特
有
の
貴
重
な
植
物

の
宝
庫
で
す
。
自
然
遷
移
で
ス
ス

キ
等
が
侵
入
し
森
林
化
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
平
成
12
年

か
ら
野
焼
き
を
行
い
今
日
ま
で
湿

地
復
元
に
努
め
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
阿
孫
　
久
見
） ↑坊がツルに咲くリンドウ

↑平治岳から見下ろす坊がツル湿原
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事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 年　齢 賃金 ( 千円 )

有限会社
ダイドー
インダストリーズ

農・水産物の卸販売
住宅リフォーム

現場監督 1 不　　 問 200 ～ 300
企画営業 1 不　　 問 150 ～ 250
営　　業 2 不　　 問 150

雄仁会

加藤病院

医療

老人保健施設

理学療法士 1 不　　 問 243.8 ～ 293
薬 剤 師 1 不　　 問 233 ～ 293
准看護師 2 不　　 問 151 ～ 223
正看護師 2 不　　 問 201 ～ 235

大久保病院
医療
介護老人保健施設
介護保健サービス

看 護 師 3 不　　 問 216 ～ 321
作業療法士 1 不　　 問 255 ～ 373
介護福祉士 3 不　　 問 149.6
ケアマネージャー 2 45才以下 171 ～ 261

みはら整形
外科クリニック

整形外科・内科・
通所リハビリ・居宅
介護支援

正・准看護師 2 18 ～ 40 160 ～ 250
理学療法士 1 21 ～ 40 156 ～ 220
介護支援専門員 1 23 ～ 45 160 ～ 220

特別養護老人ホー
ム久住荘

社会福祉事業
介護保険事業

看 護 師 1 不　　 問 143.2
理学療法士 1 不　　 問 176 ～ 264

株式会社あんのん 喫茶店・結婚式場 調 理 師 3 不　　 問 150 ～ 200

宿房翡
かわせみのしょう

翠之庄
旅館業・食事処 3店
舗、木工工房、ラジ
コン場等

厨 房 係 3 50才以下 140 ～ 200

株式会社
レゾネイト ホテル業

レストランサービス 2 18 ～ 25 137
フロントサービス 1 18 ～ 25 137

有限会社
工藤商店

新建材等の販売
及び飲食業

配管技師 1 18 ～ 40 125 ～ 200
接 客 係 1 18 ～ 55 125 ～ 162
調 理 師 1 18 ～ 50 200 ～ 300

平成17年8月　岡の里ふるさとＵターン情報

○一覧表は、ハローワーク豊後大野 ( 竹田地域職業相談室 ) に申し込まれている 7月 1日現在の有効
　求人です。スペースの都合上 3人以上の求人のみの掲載ですが、一覧表以外の企業についても多種
　の求人がありますので、窓口へお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田地域職業相談室 ( 竹田駅前郵便局隣 )　　　　☎ 0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野 ( 豊後大野公共職業安定所 )　☎ 0974-22-8609

　

お
盆
で
帰
省
さ
れ
て
い
る
あ
な

た
、
市
内
の
企
業
が
あ
な
た
の
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
企
業
で
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

求人検索がますます便利に！
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野
竹
田

地
域
職
業
相
談
室
に
、
７
月
11
日

か
ら
求
人
自
己
検
索
装
置
が
４
台

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
求
人
フ
ァ

イ
ル
も
引
き
続
き
設
置
さ
れ
ま
す

が
、
端
末
画
面
の
指
示
に
従
っ
て

操
作
す
れ
ば
、
日
田
・
中
津
・
宇

佐
の
公
共
職
業
安
定
所
の
管
轄
地

域
を
除
い
た
大
分
県
内
の
求
人
情

報
を
よ
り
早
く
簡
単
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

↑入り口には 3台並んでいます。

求 人 情 報
ハローワーク豊後大野
竹田職業相談室　☎63-1101

◇土木施工管理士 1 名 20 ～ 40 才 15 ～ 34 万◇配管技師
1 名 18 ～ 40 才 12.5 ～ 20 万◇土木技術者 1 名年齢不問
20.8 万◇歯科衛生士 1 名 18 ～ 40 才 15 ～ 18 万◇事務 1
名年齢不問 12.5 万◇総務・経理 1 名 25～ 30才 18～ 23
万◇調理師又は見習 2 名 18 ～ 30 才 12 ～ 20 万◇調理見
習 1 名年齢不問 16万◇営業 1 名 22 ～ 28 才 17 万◇催事
案内スタッフ 2 名 28 ～ 50 才 12 ～ 18 万◇タクシー乗務
員 2 名年齢不問 13.4 ～ 22 万◇タクシー乗務員 1 名年齢
不問 13.5 ～ 15.5 万◇縫製工 1 名年齢不問 11.2 ～ 11.5
万◇野菜つけ物工 2 名 18 ～ 50 才 12.6 万◇瓦葺工 2 名年
齢不問 24 ～ 28.8 万◇瓦葺工 1 名年齢不問 18.2 ～ 31.2
万◇スタンド販売員 1 名年齢不問 13.3 ～ 14.9 万

　面接で事業所や会社等を訪問される方は、必ず相談室の
窓口で紹介状をもらってから、面接に行ってください。
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ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
Ｆ

Ｃ
竹
田
」
が
創
部
10
周
年
を
記
念

し
て
、
第
１
回
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

ー
交
流
大
会
を
竹
田
市
久
住
町
総

合
運
動
公
園
で
７
月
17
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

県
下
各
地
か
ら
15
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
夏
の
日
ざ
し
の
下
、
交
流

戦
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　竹田ウォーキング協会が「新竹田市
合併記念・久住高原そよ風ウォーク」
を 7月 17 日に開催しました。会場の
久住高原ロマン街道には約 130 人の
人が集まり、牧市長も 8㌔コースを歩
いていきました。

　同日、快晴に恵まれた入田地区の中
島公園（竹田）で第 20 回入田名水祭
りと河川プール開きが催され、たくさ
んの親子連れが訪れました。

稲葉川を守りましょう

　

稲
葉
川
の
河
川
浄
化
や
環
境

美
化
に
取
り
組
む
活
動
が
評
価
さ

れ
、
先
日
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
た
「
稲
葉
川
を
豊
か
で
き
れ
い

に
す
る
会
」
が
、
７
月
16
日
に
稲

葉
川
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
の
河
川
敷
を
中

心
に
約
１
３
０
人
が
集
ま
り
、
草

を
刈
っ
た
り
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　

７
月
９
・
10
日
に
開
催
さ
れ
た

大
分
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
荻
町
ジ
ュ
ニ

ア
が
参
加
し
、
女
子
は
２
回
戦

進
出
、
男
子
は
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

興
味
の
あ
る
３
年
生
以
上
の
男
子

小
学
生
は
荻
中
央
公
民
館
☎
63‒

２
０
２
５
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 一緒にアタックNo.1

　7月 23 日から 24 日にかけて、竹田市内では竹田夏越祭
り、第 17 回さとうよしみ竹田童謡祭、第 25 回日本一炭酸
泉まつりが開催されました（炭酸泉まつりゲートボール大会
は 25日まで）。
　それぞれ神楽や子ども神輿、童謡コンサートやお化け屋敷、
渓流釣りやエノハのつかみ取り等、趣向を凝らしたイベント
が行われ、多くの人が楽しんでいました。

↑商店街を練り歩く子ども神輿（夏越祭り）

↑歌のおねえさんや稗田館長と童謡を歌いました。（童謡祭）↑エノハやウナギのつかみ取り（炭酸泉まつり）

夏
の
お
祭
り

　

あ
ち
こ
ち
で
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まちの話題

　

市
内
の
建
設
会
社
で
働
く
野
仲

勝
彦
さ
ん
は
、「
晴
れ
の
国
お
か
や

ま
国
体
」
秋
季
大
会
山
岳
競
技
縦

走
成
年
男
子
の
部
（
10
月
23
日
）
に

大
分
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
の
国
体
で
は
同
競
技
で
５

位
に
入
賞
し
た
実
績
を
持
つ
野
仲

さ
ん
は
、
一
昨
年
に
今
の
競
技
パ
ー

ト
ナ
ー
に
勧
め
ら
れ
山
岳
競
技
を

始
め
た
と
言
い
ま
す
。「
社
長
が
競

技
に
理
解
の
あ
る
方
で
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 があがあ、アイガモ

　

後
藤
清
幸
さ
ん
（
名み

ょ
う
す子

）
所
有

の
水
田
で
、
し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
の

園
児
約
60
人
が
ア
イ
ガ
モ
の
ヒ
ナ

を
放
す
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ヒ

ナ
を
抱
え
る
子
、
ぽ
ん
と
放
り
投

げ
る
子
と
反
応
は
様
々
で
、
後
藤

さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
が
農
業
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

↑暑い中、草を刈る皆さん

↑「3位以内を狙います」

シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

６
月
28
日
に
、
豊
肥
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
竹
田
支
部
荻

班
の
会
員
20
人
が
高
鼻
公
園
（
荻
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
高
鼻
公
園
の
草
刈
り
は
こ

れ
ま
で
地
元
の
人
が
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
高
齢
化
の
た
め
作
業
が

難
し
く
な
り
、
荻
班
の
会
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
こ
と
に
し
た

も
の
で
す
。

　

７
月
13
日
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー

竹
田
班
、
久
住
班
、
直
入
班
の
会

員
約
70
人
が
そ
う
ぞ
う
の
丘
（
竹

田
）
に
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
草
刈
り
等
を
し
ま
し
た
。

　

作
業
の
後
は
草
を
刈
っ
た
ば
か

り
の
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

↑広々したバイパス

県道高森竹田線
　上新道バイパス開通

　

竹
田
市
中
心
部
と
荻
町
、
熊
本

県
高
森
町
を
結
ぶ
県
道
高
森
竹
田

線
（
26
・
６
㌔
）
の
上
新
道
バ
イ

パ
ス
開
通
式
が
、
７
月
７
日
、
現

地
の
玉
来
地
区
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

開
通
し
た
区
間
は
、
県
立
竹
田

養
護
学
校
横
か
ら
高
森
竹
田
線
に

抜
け
る
約
７
０
０
㍍
の
区
間
で
、

片
側
１
車
線
、
片
側
に
幅
３
・
５ 

㍍
の
歩
道
も
整
備
さ
れ
、
荻
町
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
よ
り
便
利
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
57
号
線
に
つ
な
が
る
残

り
１
０
０
㍍
の
区
間
に
つ
い
て
も
、

平
成
19
年
度
に
開
通
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

白
球
追
っ
か
け 

子
ど
も
た
ち

　

第
27
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
軟
式
野
球
交
流
大
分
県
大
会

が
、
７
月
16
〜
18
日
に
か
け
て
、

大
分
県
内
の
27
チ
ー
ム
が
参
加

（
竹
田
市
か
ら
は
南
部
ア
ル
プ
ス

少
年
野
球
団
と
み
や
こ
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
参
加
）
し
、
竹
田
市

民
球
場
等
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が

行
な
わ
れ
、
優
勝
は
吉
弘
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
別
府
市
）
が
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

年の差なんて気にせずに

　

白
丹
地
区
の
仲
原
老
人
会
と

同
地
区
の
青
年
部
竹
の
子
ク
ラ
ブ

が
、
世
代
間
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
７
月
15
日
に
24
人
が
集
ま
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
行
い
ま

し
た
。
未
体
験
の
競
技
に
戸
惑
う

若
い
世
代
に
コ
ツ
を
教
え
る
人
生

の
先
達
と
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
交
流

会
に
な
り
ま
し
た
。
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監
査
公
表

旧
竹
田
市
監
査
委
員

　
　

小　

河
シ
ズ
子

　
　

志　

水　
　

久
地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
16
年
11
月
か
ら
平
成
17
年
２
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
旧
竹
田
市
の
市
長
部

局
及
び
各
委
員
会
等
の
監
査
を
実
施
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
査
の
結
果

■

保
険
衛
生
課

　

国
保
事
業
で
は
、
療
養
の
給
付

「
高
額
療
養
費
・
出
産
育
児
一
時
金
・

葬
祭
費
」の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
事
業
面
で
は
、
平
成
13
年

度
策
定
の
「
竹
田
市
健
康
づ
く
り

計
画
み
ん
な
で
す
す
め
る
健
康
プ

ラ
ン
21
」
に
よ
り
、
母
子
・
老
人
・

そ
の
他
地
域
住
民
の
健
康
増
進
と

疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
、「
健

康
診
査
」「
健
康
相
談
」「
健
康
教

育
」「
疾
病
予
防
教
室
」
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
か
ら
精
神
障
害
者

通
院
医
療
費
申
請
事
務
や
社
会
復

帰
の
た
め
の
居
宅
生
活
支
援
事
業

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
15
年
度
か
ら
介
護
保
険
事
業

と
し
て
、
介
護
予
防
事
業
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
事
業
の
充
実
を

め
ざ
し
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

■

建
設
課

　

市
内
の
道
路
整
備
の
状
況
は
、

国
道
は
３
本
で
す
が
国
道
５
０
２

号
線
が
開
通
と
な
り
改
良
率

１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た
。
県

道
は
９
本
で
改
良
率
75
・
72
％
、

市
道
は
４
２
４
本
で
実
延
長
約

４
５
１
、２
７
８
㌔
の
う
ち
、
改

良
率
38
・
17
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
度
特
別
会
計
で
浄
化
槽

整
備
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
普
及
拡
大
に
向
け
て

推
進
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
や
街
並
み
環
境
整
備
事
業
と

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
住
民
と
協

議
・
確
認
す
る
中
で
、
処
理
施
設

の
整
備
を
計
画
的
に
行
う
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

■

商
工
観
光
課

　

 

「
竹
田
市
観
光
振
興
計
画
」
に

基
づ
き
、
観
光
施
設
の
整
備
や
管

理
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
歴

史
的
街
並
み
景
観
形
成
助
成
事

業
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
等
、
年

間
を
通
じ
て
多
く
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
７
月
４
日
か
ら
、
祖

母
山
麓
活
性
化
の
拠
点
施
設
と
し

て
、「
神
の
里
交
流
セ
ン
タ
ー
『
緒

環
（
お
だ
ま
き
）』」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
交
流
人
口
の
増
大
と

地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、
充
実

し
た
施
設
の
管
理
運
営
に
更
な
る

努
力
を
要
望
し
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
事
業
の
内
で
、
市

街
地
に
位
置
す
る
駅
前
駐
車
場
、

ふ
れ
あ
い
駐
車
場
の
有
効
利
用

と
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
駐
車
場

の
推
進
を
要
望
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
農
林
業
・
商
業
・

観
光
の
三
位
一
体
の
観
光
振
興
を

図
る
中
で
、
住
民
参
加
型
・
観
光

客
参
加
型
の
観
光
や
優
れ
た
文
化

遺
産
と
歴
史
的
街
並
み
を
活
か
し

た
観
光
の
推
進
等
に
よ
り
、「
何

度
も
訪
れ
た
く
な
る
楽
し
い
観
光

地
」
づ
く
り
に
更
な
る
努
力
を
期

待
し
ま
す
。

■
企
画
課

　

第
４
次
竹
田
市
総
合
計
画
に
基

づ
き
、
施
設
整
備
、
情
報
化
の
推

進
、
行
政
評
価
、
市
町
合
併
、
企

業
誘
致
、
定
住
促
進
等
本
市
の
活

性
化
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
な
お

一
層
の
努
力
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
度
は
、
市
制
施
行
50

周
年
記
念
事
業
等
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
国
の
調
査
で
は
５

年
に
１
回
の
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
調
査
漏

れ
の
無
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

■

農
林
振
興
課

　

平
成
12
年
に
策
定
し
た
竹
田
市

農
業
振
興
計
画
の
平
成
17
年
度
達

成
に
向
け
て
、
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
、
ク
リ
ー
ン
農
業
の
促
進
・

集
落
営
農
の
推
進
を
最
重
点
に
置

き
、
農
業
の
振
興
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、
平
成
17

年
度
末
目
標
整
備
率
65
％
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
目
標
達

成
に
向
け
て
努
力
す
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会

　

総
務
課
・
学
校
教
育
課

　

竹
田
市
長
期
総
合
教
育
計
画
審

議
会
の
答
申
を
基
に
、
複
式
学
級

の
解
消
、
こ
れ
か
ら
の
望
ま
し
い

学
校
配
置
の
検
討
を
進
め
南
生
中

学
校
と
祖
峰
中
学
校
を
統
合
し
竹

田
南
部
中
学
校
と
し
て
開
校
す
る

た
め
、
地
域
や
学
校
関
係
者
と
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
15
年
度
か
ら
平
成
16
年
度
に
よ

る
南
部
小
学
校
改
築
事
業
も
平
成

16
年
９
月
１
日
に
落
成
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
山
村
留
学
の

推
進
、
人
材
育
成
海
外
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
、
地
域
、
家
庭
と
が
一
体

と
な
っ
て
、
安
全
で
信
頼
で
き
る

学
校
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

■

歴
史
資
料
館

　

歴
史
資
料
館
で
は
特
別
展
示
の

開
催
や
常
設
展
示
、
所
蔵
品
の
調

査
・
収
集
・
保
存
管
理
点
検
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

別
館
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水

琴
館
は
、
芸
術
と
文
化
の
発
表
の

場
と
し
て
、
絵
画
・
写
真
な
ど
各

種
趣
味
の
愛
好
団
体
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
活
性
化

の
た
め
に
、
旧
竹
田
荘
や
歴
史
資

料
館
と
関
連
あ
る
観
光
施
設
と
し

て
、
観
光
客
や
市
民
に
親
し
ま
れ

る
施
設
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。

■

文
化
財
課

　

昭
和
62
年
に
策
定
さ
れ
た
史
跡

岡
城
保
存
整
備
基
本
設
計
書
が
見

直
さ
れ
、
新
た
に
基
本
設
計
書
が

策
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は

こ
れ
を
基
に
、
史
跡
岡
城
跡
保
存

整
備
や
史
跡
岡
城
跡
追
加
指
定
に

よ
る
現
指
定
地
周
辺
の
史
跡
整
備

に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
と

共
に
、
今
後
は
広
範
囲
な
事
業
に

な
る
こ
と
か
ら
一
層
努
力
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
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■

社
会
教
育
課

  

総
合
運
動
公
園
、
竹
田
市
体
育

セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
等
で
、

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

各
種
教
養
講
座
を
開
催
す
る
こ
と

は
、
個
々
の
生
き
甲
斐
創
出
の
た

め
に
好
評
で
あ
り
、
地
区
民
間
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
に
資
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
対
し

て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
、
自
然
や
文
化
を
対

象
と
し
た
体
験
を
通
じ
て
、「
豊

か
な
心
」「
生
き
る
力
」
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
町
合
併
に
よ
り
広
範
囲
と
な

る
が
、
さ
ら
に
施
設
の
利
用
や
地

区
民
間
の
交
流
の
場
を
深
め
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

　

竹
田
文
化
会
館

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る

竹
田
文
化
会
館
で
は
、
文
化
を
通

じ
て
幅
広
い
交
流
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
瀧
廉
太
郎
記
念

音
楽
祭
、
全
日
本
高
等
学
校
声
楽

コ
ン
ク
ー
ル
、
竹
田
市
文
化
連
盟

秋
期
芸
能
祭
、
田
能
村
竹
田
美
術

祭
等
の
開
催
に
よ
り
、
音
楽
の
ま

ち
、
美
術
の
ま
ち
と
し
て
の
情
報

発
信
や
発
表
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
町
合
併
に
よ
り
、

さ
ら
に
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

  

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
教
養

講
座
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ク
ル
活
動
の
拠
点
と
な
り
、
学
習

の
場
・
親
睦
の
場
・
市
民
団
体
の

交
流
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

■

中
学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園

  

学
校
備
品
の
管
理
に
つ
い
て
、

小
学
校
、
中
学
校
は
新
し
く
備
品

台
帳
が
整
備
さ
れ
、
幼
稚
園
と
と

も
に
台
帳
整
理
は
適
切
で
し
た
。

幼
稚
園
は
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
参

加
協
力
を
要
望
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
児
度
の
登
下
校

の
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
十
分
留

意
す
る
と
と
も
に
、
校
（
園
）
舎

内
の
安
全
管
理
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

■

財
政
援
助
団
体

　

竹
田
市
が
財
政
的
援
助
を
行
っ

て
い
る
９
団
体
を
抽
出
し
、
補
助

金
等
が
交
付
目
的
に
従
っ
て
適
切

に
処
理
さ
れ
、
所
期
の
効
果
が
挙

っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
監

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
助
金
の
収
支
等
会
計
経
理
は

適
正
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
市

の
財
政
が
厳
し
い
中
の
補
助
金
で

あ
り
補
助
効
果
を
十
分
上
げ
ら
れ

る
よ
う
一
層
の
努
力
を
望
み
ま

す
。

 

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

母
子
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と

自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

１
．
受
給
資
格
者

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
18
歳
到

達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
母
や
、
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
で
す
。
児
童
が
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
場
合

は
、
20
歳
未
満
ま
で
受
給
で
き
ま

す
。
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

①
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計

　

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
公
的
年
金
給
付

　

が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

③
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

　

害
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
不
明
な
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

　

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

　

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

　

し
た
児
童

⑧
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
時
の
事

　

情
が
不
明
で
あ
る
児
童

２
．
手
当
て
の
支
払
い
と
額

　

認
定
請
求
を
受
理
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
年
３
回
、
４

月
・
８
月
・
12
月
に
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
開
始
月
か
ら
５
年
又
は
支

給
要
件
に
該
当
し
た
月
か
ら
７
年

経
過
し
た
時
は
、
手
当
額
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

３
．
支
給
制
限

　

受
給
者
又
は
扶
養
義
務
者
や
配

偶
者
の
前
年
の
所
得
が
、
扶
養
親

族
の
数
に
よ
る
所
得
限
度
額
以
上

あ
る
場
合
、
そ
の
年
度
（
８
月
分

か
ら
翌
年
７
月
分
ま
で
）
は
、
全

額
又
は
一
部
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

４
．
届
け
出
の
義
務

①
現
況
届

　

毎
年
８
月
１
日
〜
31
日
の
間
に

届
け
出
て
、
支
給
要
件
の
審
査
を

受
け
ま
す
。
届
け
出
な
い
場
合
、

手
当
が
差
止
め
に
な
り
ま
す
。
２

年
間
届
け
出
な
い
場
合
は
、
受
給

資
格
を
失
い
ま
す
。

②
資
格
喪
失
届

　

受
給
資
格
を
喪
失
し
た
と
思
わ

れ
る
人
は
、
早
急
に
資
格
喪
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
他
に
も
届
出
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
、
政
令
で

定
め
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
は
、
児
童
扶
養
手
当
と
は
別
に

特
別
児
童
扶
養
手
当
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
児
童
福
祉
係

　

☎
63‒

１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
６
・
１
５
７
）

▼手当ての額
区　　分 全額支給される者 一部支給される者

児童 1人の
と　　　き

月額 41,880 円
所得に応じて
月額 41,870 円
～

児童 2人の
と　　　き

加算額 5,000 円 加算額 5,000 円

児 童 3 人
以上のとき

1人につき
加算額 3,000 円

1人につき
加算額 3,000 円

▼所得制限限度額

扶養親族等の数

0 人

1人

2人

3人

4人

5人

本人（全部支給）

190,000 円

570,000 円

950,000 円

1,330,000 円

1,710,000 円

2,090,000 円

本人（一部支給）

1,920,000 円

2,300,000 円

2,680,000 円

3,060,000 円

3,440,000 円

3,820,000 円

配偶者及び扶養義務者

2,360,000 円　  

 2,740,000 円　

3,120,000 円　

3,500,000 円　

3,880,000 円　

4,260,000 円　
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がんの部位別死亡割合/男性（平成14・15年） がんの部位別死亡割合/女性（平成14・15年）

その他
19.8％
その他
19.8％ 気管,気管支

及び肺
27.9％

肝及び
管内胆管
11.7％

肝及び
管内胆管
11.7％

膵
9.0％

結腸
2.7％

白血病
8.1％

胃
8.1％胆のう及び

その他の
胆道
4.5％

食道
4.5％

直腸S状結腸
移行部
及び結腸
3.6％ その他

23.5％
その他
23.5％

気管,気管支
及び肺
11.1％

肝及び
管内胆管
8.6％

膵
11.1％

結腸
12.3％
結腸
12.3％

白血病
3.7％

胃
7.4％

胆のう及び
その他の
胆道
11.1％

乳房
8.6％
乳房
8.6％

子宮
2.5％

保健だより
竹 田 市 健 康 増 進 課　☎63-1111
荻総合支所保健福祉課　☎68-2214
久住総合支所保健福祉課　☎76-1419
直入総合支所保健福祉課　☎75-2142

今月は
私たちが
お知らせ

します

増
え
て
い
ま
す

大
腸
が
ん

　

平
成
15
年
に
は
、全
国
で  　

３
８
、９
０
２
人
の
人
が
大
腸
が

ん
で
生
命
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

 （
が
ん
統
計
白
書
『
日
本
の
が
ん
罹
患
の
将
来
予
測
』
よ
り
）

　

平
成
14
年
・
15
年
の
が
ん
の
部
位
別
死
亡
割

合
を
み
る
と
、
男
性
は
気
管
、
気
管
支
及
び
肺

が
ん
（
27
・
９
％
）、
肝
及
び
管
内
胆
管
が
ん

（
11
・
７
％
）、
膵
臓
が
ん
（
９
・
０
％
）
の
順
で
、

女
性
は
結
腸
が
ん
（
12
・
３
％
）、
気
管
、
気
管
支

及
び
肺
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
胆
の
う
及
び
そ
の
他

の
胆
道
が
ん
（
11
・
１
％
）
の
順
で
多
い
。

　

近
年
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る

大
腸
が
ん
。
そ
の
死
亡
率
は
、
既

に
女
性
で
は
第
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
10
年
後
に
は
男
女
と
も

に
死
亡
原
因
の
１
位
に
な
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
増
加
の
原
因
は
、
肉

な
ど
の
動
物
性
脂
肪
の
増
加
、
そ

し
て
食
物
繊
維
の
減
少
、
い
わ
ゆ

る
食
生
活
の
欧
米
化
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
大
腸
が
ん
に
限
ら
ず
、

胃
が
ん
な
ど
の
消
化
器
系
の
が
ん

は
、
食
事
と
の
関
係
が
深
く
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
が
予
防

の
第
一
と
な
り
ま
す
。
ま
た
健
診

を
早
期
に
受
け
る
こ
と
も
大
切
な

予
防
の
一
つ
で
す
。
多
く
の
大
腸

が
ん
は
線
腫
（
ポ
リ
ー
プ
）
か
ら

発
生
し
ま
す
。
大
腸
粘
膜
に
は
痛

み
を
感
じ
る
神
経
が
な
く
、
が
ん

や
ポ
リ
ー
プ
が
で
き
て
も
自
覚
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
他
の

が
ん
に
比
べ
発
育
が
ゆ
っ
く
り
と

い
う
特
徴
が
あ
る
た
め
早
期
に
発

見
す
れ
ば
治
療
は
可
能
で
す
。
大

腸
が
ん
は
50
才
以
上
の
人
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
早
期
発

見
・
治
療
の
た
め
に
40
代
か
ら
受

診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

大腸内視鏡検診のお知らせ…下記の日程で検診を行います。
　この検査ではがん・ポリープのできやすい直腸とＳ状結腸に直接カメラを入れる、医療機関でし
か受けられない検査が巡回検診車で受けられます。この機会を是非ご利用ください。
●検査日・会場　8 月 24 日㈬・25 日㈭　本庁及び各総合支所
●料　　　　金　3,500 円
※現在申し込みを受け付けています。詳しい内容は健康増進課又は各総合支所保健
　福祉課までお問い合わせください。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る

乳
が
ん
検
診
を

　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
か
ら
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
（
以
下
マ
ン
モ
）
に
よ
る

乳
が
ん
検
診
が
全
市
の
総
合
健
診

に
導
入
さ
れ
ま
し
た
（
偶
数
年
齢

の
人
が
対
象
で
す
）。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
っ
て
何
？

　

乳
房
専
用
の
Ｘ
線
撮
影
装
置
の

こ
と
で
す
。
が
ん
以
外
の
乳
房
の

病
気
も
発
見
で
き
、
し
こ
り
と
し

て
触
わ
れ
な
い
早
期
が
ん
も
発
見

で
き
ま
す
。
撮
影
は
15
分
程
度
で

終
了
し
、
Ｘ
線
量
も
わ
ず
か
で
危

険
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
超
音
波
検
査
じ
ゃ
だ
め
？

　
「
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
受
診
さ
れ

る
人
の
状
況
に
よ
っ
て
検
査
方
法

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

マ
ン
モ
は
乳
房
が
大
き
く
深
部

ま
で
超
音
波
が
届
か
な
い
人
や
、

閉
経
後
、
乳
腺
が
萎
縮
し
て
い
る

人
に
適
し
て
い
ま
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
マ
ン
モ
に
よ
る
検
診
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

白石美智代 佐藤知恵美
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高
温
多
湿
の
食
中
毒
の
季
節

が
続
き
ま
す
。
食
べ
物
が
腐
り

や
す
い
の
で
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　「
腐
敗
」
は
微
生
物
が
食
品
を

分
解
す
る
こ
と
に
よ
り
起
こ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
科
学
的
に

証
明
さ
れ
た
の
は
１
８
６
０
年

代
の
こ
と
で
す
。
パ
ス
ツ
ー
ル

の
実
験
が
有
名
で
す
よ
ね
。
微

生
物
が
タ
ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ノ

酸
な
ど
を
分
解
し
て
、
硫
化
水

素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
等
の
不
快
臭

を
生
じ
、
有
害
で
人
が
食
べ
ら

れ
な
い
物
へ
と
変
化
さ
せ
ま
す
。

　
一
般
に
、
腐
敗
し
た
も
の
を

食
べ
て
も
食
中
毒
に
な
ら
な
い

こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
特
定
の
病
原
性
の
微
生

物
が
食
品
中
で
増
殖
ま
た
は

毒
素
を
生
産
し
た
場
合
、
そ
の

食
品
を
人
が
食
べ
る
こ
と
で
食

中
毒
が
起
こ
り
ま
す
。
食
中
毒

菌
に
は
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
腸
炎
ビ

ブ
リ
オ
、
病
原
性
大
腸
菌
（
Ｏ

１
５
７
）、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、
ノ

ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
が
あ
り
ま
す
。

　
症
状
は
腹
痛
、
嘔
吐
、
下

痢
、
発
熱
等
で
す
。
食
中
毒
に

か
か
っ
た
か
な
と
思
っ
た
ら
す

ぐ
に
医
療
機
関
に
行
っ
て
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

　
予
防
法
は
、
ま
ず
新
鮮
な
も

の
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
買
い
物

を
す
る
。
特
に
生
鮮
食
品
は
買

い
物
の
最
後
に
購
入
し
ま
し
ょ

う
。
買
っ
た
ら
ま
っ
す
ぐ
家
に

帰
り
、
冷
蔵
庫
へ
早
め
に
保
存

す
る
。
冷
蔵
だ
け
で
は
菌
は
死

滅
し
な
い
し
、
低
温
で
増
殖
す

る
も
の
も
い
る
の
で
、
長
期
保

存
は
避
け
る
。
調
理
す
る
前
に

食
材
は
流
水
で
よ
く
洗
い
、
ま

な
板
や
包
丁
、
手
も
よ
く
洗
う
。

傷
口
の
あ
る
手
に
は
細
菌
が

繁
殖
し
て
い
ま
す
の
で
料
理
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
調
理
で
は

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
す
る

こ
と
で
殆
ど
の
食
中
毒
菌
は
死

滅
し
ま
す
。
調
理
が
終
わ
っ
た

ら
す
ぐ
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
毎
年
、
２
、０
０
０
件
の
食
中

毒
が
発
生
し
て
お
り
、
被
害
者

は
３
万
人
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

発
生
場
所
は
飲
食
店
と
家
庭

が
あ
わ
せ
て
30
％
に
な
り
ま
す

が
、
病
院
で
も
０
・
９
％
発
生
し

て
い
ま
す
の
で
医
師
会
病
院
で

も
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
竹
田
医
師
会
病
院
副
院
長

　  

整
形
外
科
　
大
多
和
　
聡
）

食
中
毒
　
　
竹
田
医
師
会
病
院
か
ら〈
５
〉

　

　
今
月
は
低
所
得
者(

特
に
生
計

維
持
が
困
難
な
人)

に
対
す
る
保

険
料
独
自
減
免
制
度
に
つ
い
て
ご

説
明
し
ま
す
。

 

介
護
保
険
料
減
免
の
趣
旨

　
65
歳
以
上
の
人
の
第
１
号
介
護

保
険
料
は
、
世
帯
の
課
税
状
況
や

ご
本
人
の
所
得
に
応
じ
て
一
定
の

配
慮
を
持
た
せ
る
た
め
５
段
階
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
も
「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
」
や

「
施
設
入
所
者
の
食
事
標
準
負
担

額
減
額
」
な
ど
各
種
の
減
免
施
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

行
の
制
度
で
は
「
負
担
能
力
に

応
じ
た
介
護
保
険
料
負
担
の
不
均

衡
」
が
完
全
に
解
消
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
で
は
「
第
２
段
階
で

特
に
生
活
が
困
難
な
被
保
険
者
」

を
対
象
と
し
た
介
護
保
険
料
の
独

自
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

 

減
免
の
対
象
と
な
る
基
準

　
保
険
料
区
分
が
第
２
段
階
の
人

が
減
免
申
請
を
行
い
、
審
査
の
結

果
次
の
基
準
す
べ
て
に
該
当
し
た

場
合
に
、
第
２
段
階
介
護
保
険
料

を
第
１
段
階
介
護
保
険
料
に
減
額

し
ま
す
。

★
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

　
あ
る
こ
と

★
世
帯
全
体
の
収
入
金
額
が
一
定

　
の
基
準
以
下
（
１
人
世
帯
の
場

　
合
は
41
万
２
千
円
以
下
）
で
あ

　
る
こ
と

★
市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
一
に

　
し
て
い
な
い
こ
と

★
資
産
等
を
活
用
し
て
も
生
活
が

　
困
窮
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

★
預
貯
金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万

　
円
以
下
で
あ
る
こ
と

 

減
免
申
請
の
方
法

　
保
険
課
介
護
係
備
え
付
け
の
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収

入
や
預
貯
金
を
証
明
で
き
る
源
泉

徴
収
票
、
貯
金
通
帳
等
、
市
が
金

融
機
関
等
に
行
う
種
々
の
調
査
に

対
す
る
同
意
書
と
印
鑑
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
代
理
申
請
の

場
合
は
委
任
状
等
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

 
減
額
の
期
間
（
該
当
し
た
場
合
）

　
平
成
17
年
度
の
保
険
料
に
つ
い

て
、
申
請
日
の
属
す
る
月
以
降
の

納
期
分
が
減
額
の
対
象
と
な
り
ま

す
。（
普
通
徴
収
納
期
限
７
日
前

ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。）

●
お
問
い
合
せ 

　
保
険
課
介
護
係

　
☎
63‒

１
１
１
１

　（
内
１
３
２
・
１
３
８
）

８
月
の
介
護
相
談
日
は

22
日
で
す

　
竹
田
市
で
は
、
毎
月
第
４
月

曜
日
に
、
介
護
に
関
す
る
疑
問

や
不
安
、
悩
み
な
ど
に
お
応
え

す
る
た
め
、
面
接
で
の
相
談
日

を
設
け
て
い
ま
す
（
守
秘
義
務

は
厳
守
し
ま
す
）。

場
　
　
所

　
保
険
課
介
護
係
（
本
庁
舎
）

時
　
　
間

　
９
時
〜
16
時

申
込
方
法

　
原
則
予
約
制
で
す
。
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事

情
に
よ
り
来
庁
が
困
難
な
場
合

は
自
宅
へ
の
訪
問
も
い
た
し
ま

す
。

　
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
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みんなの
　　ひろば

平成16年8月生まれ

お子さんの写真を
　　　　募集します！
　広報発行月に１歳の誕生日を迎え
るお子さんの写真を掲載します。掲
載を希望する方は、誕生月の前月の
10 日までに、写真を企画情報課まで
お送りください。

 

ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
に

 

き
ま
せ
ん
か
？

　

大
分
県
及
び
竹
田
市
で
は
、
皆

さ
ん
が
お
住
ま
い
の
ま
ち
に
関
す

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
住
民

と
行
政
が
一
緒
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

竹
田
の
未
来
に
つ
い
て
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　
（
景
観
、
人
な
ど
誇
れ
る
も
の
、

　

守
る
べ
き
も
の
を
と
お
し
て
）

日　

時　

８
月
29
日
㈪

　
　
　
　

19
時
〜
21
時

場　

所　

竹
田
商
工
会
館
２
階

●
お
問
い
合
せ　

建
設
課

　

☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
４
８
）

 

竹
田
南
高
校
土
曜
講
座
開
催

日
時　

８
月
20
日
㈯

　
　
　

９
時
〜
12
時

※
手
作
り
パ
ン
講
座
は
14
時
ま
で

開
設
講
座
と
対
象

・
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
（
初
心
者
及
び
小
学
生
20
人
）

・
書
道
講
座
（
小
学
生
10
人
）

・
陶
芸
講
座
（
一
般
10
人
）

・
手
作
り
パ
ン
講
座
（
親
子
３
組
）

経
費　

小
学
生
３
０
０
円

　

小
学
生
以
上
５
０
０
円
＋
経
費

申
込
方
法　

葉
書
か
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
８

　

月
10
日
〜
17
日
の
間
は
夏
休
み

　

の
た
め
、
電
話
で
の
受
付
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

申
込
〆
切　

８
月
18
日
㈭

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
南
高
等
学
校

　

〒
８
７
８‒

０
０
１
３

　

竹
田
市
大
字
竹
田
２
５
０
９

　

☎
63‒

３
２
２
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
63‒

１
３
９
９

そ
の
他　

８
月
24
日
㈬
に
は
、
中

　

学
生
を
対
象
に
し
た
「
オ
ー
プ

　

ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
見
学
に
き
て
く
だ
さ
い
。
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図書館
から

8月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

❻

 竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
 荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
 久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
 直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
佐賀のがばいばあちゃん　　　　　　　島田　洋七
ニッポンの犯罪 12選－日本史言論犯罪史編－　爆笑問題
私の人生ア・ラ・カルト　　　　　　　岸　　恵子
もったいない～対訳英文付～　プラネット・リンク
痴漢男　　　　　　　　　　　　　　　板野　住人
さおだけ屋はなぜ潰れないのか　　　　山田　真哉
近藤典子が建てた家～収納のカリスマが提案する
　　　　　　　　新しい暮らしの形～　近藤　典子
〔子どもの本〕
しかえしはおばけラーメン　　　　　むらい　かよ
そうべえごくらくへゆく　　　　たじま　ゆきひこ
みずうみ　　　　　　　　　　　　　　片山　　健
ブンダバー 8　　　　　　　　　　くぼしま　りお
あるのかな　　　　　　　　　　　　　飯野　和好
　この他、 80 冊購入しました。

     「おはなしルーム」

　日時　8月 10日㈬　13：30～
　場所　竹田市立図書館『絵本のへや』

 図書館、各図書室の耳よりコーナー

　久住中央公民館内にある久住図書室では、
絵本や一般書などを、数多くそろえていま
す。絶景の久住山も一望できる図書室で読
書を楽しんではいかがですか？　小さいお
子さんをお持ちのお母さん方、わかりやす
い絵本がたくさんありますよ。もっと勉学
に励みたい方、小説、歴史書、参考書など
がたくさんあります！
　月曜日から金曜日の 8時から 17 時まで
開室していますので、市民の皆さん、ぜひ
ご来室ください。

久住図書室からご案内

↑ある日の「久住図書室」です。

●図書館にくるあかちゃんのために、ご家庭に不要品のベ

　ビーカーをお持ちの方は、図書館まで連絡してください。

　

竹
田
市
で
は
、
出
産
し
た
竹
田

市
民
に
対
し
て
、
ご
出
産
を
祝
い

「
出
産
祝
い
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

出
生
届
け
を
提
出
す
る
際
に
、
本

庁
市
民
課
又
は
各
総
合
支
所
の
市

民
生
活
課
（
荻
総
合
支
所
は
地
域

振
興
課
）
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
請
者
は
赤
ち
ゃ
ん
の
保
護
者

　

と
な
り
ま
す
。

※
出
産
か
ら
１
８
０
日
以
内
に
申

　

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
第
何
子
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら

　

ず
２
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
母
子
健
康
手
帳

②
印
鑑

③
祝
金
振
り
込
み
先
の
口
座
番
号

　
（
申
請
者
名
義
の
口
座
に
限
り

　

ま
す
。
郵
便
局
の
口
座
は
取
り

　

扱
い
で
き
ま
せ
ん
）

※
手
続
き
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、

　

申
請
時
に
請
求
書
も
提
出
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
請

　

求
書
の
日
付
は
未
記
入
の
ま
ま

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

本
庁
企
画
情
報
課

　

☎
63‒

４
８
０
１

　

荻
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68‒

２
２
１
１

　

久
住
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
76‒

１
１
１
２

　

直
入
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
75‒

２
２
１
１

ご
出
産
を
祝
い
﹁
出
産
祝
金
﹂
を
交
付
し
ま
す
。



郷
土
の
植
物
　
　
　
　
　
　
　
阿
孫

　
久
見

No.5 　
平
成
17
年
8
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
・
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

編

集

後

記

竹田市の人口

( 平成 17年 7月 1日現在 )

　　　　　　　　　　 (前月比 )
人　口　27,840 人　 (－ 38 人 )
　男性　13,057 人　 (－ 21人 )
　女性　14,783 人　 (－ 17 人 )
世帯数　10,791世帯(－  5世帯)

住民基本台帳登録人数

◇
空
梅
雨
か
ら
一
転
豪
雨
と
極
端

な
天
気
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
今

年
も
雨
に
悩
ま
さ
れ
る
の
か
と
い

う
印
象
を
受
け
た
７
月
で
し
た
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
、
あ
ら
た

め
て
日
頃
の
備
え
を
大
事
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

◇
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
橋
本
真
也
さ

ん
が
、
40
才
の
若
さ
で
突
然
亡
く

な
り
ま
し
た
。
生
の
試
合
は
数
回

し
か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

無
骨
で
ま
っ
す
ぐ
な
戦
い
方
が
好

き
で
し
た
。
怪
我
や
経
営
団
体
の

倒
産
等
、
逆
境
に
遭
い
な
が
ら
リ

ン
グ
復
帰
を
目
指
し
た
リ
ハ
ビ
リ

中
の
訃
報
に
や
り
き
れ
な
い
気
持

ち
で
す
。
今
は
橋
本
選
手
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
　（
吉
野
）

  

第
５
回

ミ
ズ
ト
ン
ボ
（
ラ
ン
科
）

　
山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
水
湿

地
に
生
育
す
る
高
さ
50
㌢
ほ
ど
の

直
立
す
る
多
年
草
で
す
。
茎
は
３

稜り
ょ
う
け
い

形
（
３
つ
の
角
張
り
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。
互
生
す
る
線
形
の
葉

は
基
部
は
さ
や
状
に
な
り
茎
を
抱

き
ま
す
。
葉
の
大
き
さ
は
下
部
の

大
き
い
も
の
で
長
さ
20
㌢
、
幅
が

６
㍉
ほ
ど
で
、
上
部
は
だ
ん
だ
ん

小
さ
く
な
り
ま
す
。

　
夏
か
ら
初
秋
の
頃
、
総
状
の

花か

じ

ょ序
（
花
の
並
び
方
）
に
ラ
ン
特

有
の
形
を
し
た
緑
白
色
の
径
15
㍉

ほ
ど
の
花
を
10
個
内
外
咲
か
せ
ま

す
。
長
さ
２
㌢
ほ
ど
の
唇し

ん
べ
ん弁
の
形

は
ユ
ニ
ー
ク
な
細
い
十
字
形
で
、

人
が
万
歳
を
し
た
姿
に
見
え
ま
す
。

ま
た
、
花
の
後
方
の
距き

ょ

（
花
弁
の

一
部
が
袋
状
に
突
起
し
た
部
分
）

は
長
く
垂
れ
、
先
端
は
ま
る
く
ふ

く
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
水
湿
地
に
生
え
、
下
の
唇
弁
を

ト
ン
ボ
に
見
立
て
て
水み

ず
と
ん
ぼ

蜻
蛉
の
名

が
あ
り
ま
す
。
竹
田
で
は
久
住
高

原
一
帯
の
湿
地
で
観
察
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
個
体
は
少
な
い
の
で
大

切
な
保
護
が
必
要
で
す
。
花
期
は

８
月
か
ら
９
月
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
孫
　
久
見

2008年大分国体の
����開催が決定しました!

　㈶日本体育協会は、7月 13日㈬の理事会で 2008（平成 20）年の第 63回国民体育大会
開催地に大分県を正式決定しました。大分県では 1966（昭和 41）年以来 42
年ぶりの開催となります。
　この大分国体は夏・秋の大会が一本化されて行われます。国体の会期は9
月27日㈯から10月7日㈫の11日間です。
竹田市においては、ソフトボール（成年男子・成年女子・少年女子）、ラグビー
（成年男子）が行われます。
　　　　　　　　　市民の皆さんのご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　●お問い合せ　竹田市教育委員会生涯学習課国体準備係　☎63-4817

大分県のホームページでも、大分国体の情報を発信しています。
http://www.pref.oita.jp/19000/oitakokutai/
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情報
本　　　　庁　☎0974-63-1111
荻総合支所　☎0974-68-2211
久住総合支所　☎0974-76-1111
直入総合支所　☎0974-75-2211

「
た
け
ロ
グ
」

「
ピ
カ
ド
ン
、
自
分
に

　
〜
佐
藤
義
美
の『
戦
後
』〜
」

　
竹
田
市
の
歴
史
を
語
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
た

け
ロ
グ
」
で
は
、
戦
後
60
周
年
に
関
連
し
て
、

子
ど
も
の
未
来
を
大
人
が
奪
う
痛
み
を
長
編
童

話
で
表
現
す
る
佐
藤
義
美
の
姿
を
通
し
て
、
モ

ダ
ニ
ス
ト
が
抱
え
た
「
戦
後
」
の
痛
み
を
紹
介

し
ま
す
。

館
蔵
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
近
世
の
文
化
人
、
田
能
村
竹
田
の
肖
像
③

『
竹
田
荘
の
日
々
』」

　
田
能
村
竹
田
と
初
期
の
弟
子
高
橋
草
坪
を
中

心
に
、
竹
田
荘
の
日
々
を
紹
介
し
ま
す
。

８
月
21
日
㈰
ま
で

※
収
蔵
品
薫
陶
の
た
め
、
８
月
23
〜
26
日
の
間

　
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
63‒

１
９
２
３

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
63‒

２
２
０
０

「
貨
幣
と
御
真
影
で
見
る
近
代
史
」

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
移
る
近
代
史
を

「
両
」
か
ら
「
円
」
へ
移
行
し
た
貨
幣
で
展
示

し
ま
す
。

「
写
団
ち
く
で
ん
会
員
作
品
展
」

　
会
員
の
写
真
約
60
点
を
展
示
。

８
月
26
日
㈮
午
後
〜
９
月
４
日
㈰

※
８
月
９
、
22
〜
25
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

　
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

 

「
奥
豊
後
ち
ょ
っ
と
見
歴
史
展
」

　
〜
ひ
と
昔
前
の
農
業
と
農
具
が
語
る
時
代
性

　
歴
史
や
文
化
に
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
農

業
が
、
私
た
ち
の
郷
土
で
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
、
残
さ
れ
た
農
具

か
ら
学
び
ま
せ
ん
か
？
　

　
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
竹
田
市
内
を
次

の
と
お
り
回
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
と
展
示
会
場

　
８
月
７
日
㈰
ま
で

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館（
竹
田
）

　
８
月
17
日
㈬
〜
26
日
㈮

　
久
住
中
央
公
民
館

　
９
月
７
日
㈬
〜
20
日
㈫

　
直
入
中
央
公
民
館

　
９
月
28
日
㈬
〜
10
月
７
日
㈮

　
荻
み
ら
い
館

●
お
問
い
合
せ

　
埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
66‒

３
６
１
８

 

第
36
回
竹
田
七
夕
ま
つ
り

　
古
町
商
店
街
、
中
央
商
店
街
に
七
夕
飾
り
が

並
び
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
８
月
５
日
㈮
〜
７
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
21
時

【
６
日
㈯
　
19
時
〜
21
時
】

古
町
商
店
街
七
夕
夜
市

　
し
ら
ゆ
り
太
鼓
、

　
佐
藤
会
子
ど
も
民
謡
、
等

中
央
商
店
街
子
供
夜
市

　
ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
、
屋
台
、
竹
行あ
ん
ど
ん燈

、
等

 

こ
と
り
の
ア
ト
リ
エ
版
画
教
室
作
品
展

日
時

　
８
月
20
日
㈯
〜
28
日
㈰

　
10
時
〜
16
時

　
　
　
※
22
日
㈪
は
休
館
日
で
す
。

場
所
　
こ
と
り
の
ア
ト
リ
エ

　
　
　（
佐
藤
義
美
記
念
館
内
）

入
場
料
　
無
料

●
お
問
い
合
せ
　
佐
藤
義
美
記
念
館

　
☎
63‒

２
６
５
０

里
山
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

日
時
　
８
月
20
日
㈯
　
13
時
30
分
〜

場
所
　
竹
田
商
工
会
議
所

内
容

基
調
講
演

「
里
山
か
ら
未
来
型
暮
ら
し
の
発
想
を
」

※
講
師
　
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究

　
院
教
授
　
小
川
全
夫

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
里
山
の
過
去
か
ら
未
来
へ
」

主
催
　
竹
田
市
観
光
協
会

　
　
　
た
け
た
「
竹
楽
」
百
人
委
員
会

 

竹
田
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ

 

ゴ
ル
フ
教
室
第
２
期
参
加
者
募
集
！

受
講
料
　
年
間
登
録
し
て
い
な
い
人
は
、

　
年
会
費
３
、０
０
０
円
＋
月
謝
２
、０
０
０
円

講
師
　
河
室
健
士

期
間
　
９
月
〜
11
月

時
間
　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

場
所

　
飛
田
川
ノ
ー
ネ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
練
習
場

申
込
〆
切

　
８
月
19
日
㈮

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
３
４
３
）
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８
月
の
お
し
ら
せ

　生
活
情
報

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集
！

　
身
近
な
環
境
問
題
、
安
全
な
食
生
活
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
問
題
を
や
さ
し
く
学
べ
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。
自
分
で
正
し
く
判

断
で
き
る
消
費
者
に
な
る
た
め
の
第
一
歩
と
し

て
、
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
で
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者
　
一
般
消
費
者

内
　
容

　
第
１
回
　
９
月
２
日
㈮
　
13
時
〜
16
時

　
　「
悪
徳
商
法
、
契
約
に
関
す
る
講
座
」・

　
　「
食
生
活
に
関
す
る
講
座
」

　
第
２
回
　
10
月
５
日
㈭
　
13
時
〜
16
時

　
　「
石
油
事
情
」・「
く
ら
し
と
法
律
」

　
第
３
回
　
11
月
２
日
㈭
　
13
時
〜
16
時

　
　「
家
電
製
品
の
上
手
な
使
い
方
講
座
」・

　
　「
生
命
保
険
に
つ
い
て
」

※
若
干
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
場
所
　
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
豊
後
大
野

　
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）
第
１
・
２
会
議
室

募
集
人
員
　
50
名

受
講
料
　
無
料（
交
通
費
等
は
受
講
生
負
担
）

応
募
期
限
　
８
月
15
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　
商
工
観
光
課
消
費
生
活
相
談
担
当

 

　
☎
63
─４
８
０
７

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
63
─０
７
０
１

  

イ
ベ
ン
ト

「
こ
の
夏
、
久
住
」
清
涼
高
原

　
久
住
高
原
を
知
り
尽
く
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久

住
高
原
み
ち
く
さ
案
内
人
倶
楽
部
が
、
夏
休
み

真
っ
最
中
の
８
月
に
久
住
と
親
し
む
「『
こ
の

夏
、
久
住
』
清
涼
高
原
」
を
開
催
し
ま
す
。

「
バ
ス
で
ら
く
ら
く
　
久
住
の
名
水
め
ぐ
り
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
」

日
時
　
８
月
３
日
㈬

場
所
　
老
野
湧
水
、
フ
ラ
ワ
ー
ズ
ヴ
ァ
レ
ー
他

内
容
　
苔
む
し
た
岩
肌
を

　
わ
き
水
が
流
れ
る
老
野

　
湧
水
を
散
策
し
、
ト
ウ

　
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
、
フ

　
ラ
ワ
ー
ズ
ヴ
ァ
レ
ー
で

　
ベ
ゴ
ニ
ア
を
鑑
賞
し
ま
す
。

参
加
費
　
１
人
３
、０
０
０
円

「
一
足
早
い
秋
の
野
草
観
察
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

狩
り
　
フ
ラ
ワ
ー
ズ
ヴ
ァ
レ
ー
探
索
」

日
時
　
８
月
21
日
㈰

　
　
　
久
住
南
登
山
口
10
時
集
合

場
所
　
畜
産
試
験
場
内
ふ
れ
あ
い
牧
場
、
フ
ラ

　
ワ
ー
ズ
ヴ
ァ
レ
ー
他

内
容
　
畜
産
試
験
場
内
ふ
れ
あ
い
牧
場
か
ら
植

　
物
を
観
察
し
な
が
ら
、彦
太
郎
池
ま
で
散
策
。

　
そ
の
後
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
や
フ
ラ
ワ

　
ー
ズ
ヴ
ァ
レ
ー
を
探
索
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
費

　
１
人
２
、０
０
０
円

●
主
催
・
お
問
い
合
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
久
住
高
原
み
ち
く
さ
案
内
人
倶

　
楽
部

　
☎
76
─０
５
６
９

商
工
会
夕
涼
み
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
荻
町
商
工
会
と
さ
く
ら
ま
ち
商
店
会
は
、
活

力
あ
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
夜
市
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
５
日
㈮
　
18
時
〜
21
時

場
所
　
桜
町
公
園

内
容
　
18
時
〜
ビ
デ
オ
大
会

　
　
　
19
時
〜
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
こ
の
他
、
屋
台
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ひ
ょ
っ
と

こ
踊
り
等
も
盛
り
沢
山
！
な
お
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
参
加
者
は
テ
ー
プ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
　
荻
町
商
工
会

　
☎
68
─２
２
０
９

小
松
明
と
盆
踊
り
〜
真
夏
の
幻
想
火
祭
り

　
お
盆
の
中
日
に
、
今
年
も
古
園
、
上
坂
田
、

刈
小
野
地
区
を
中
心
に
小
松
明
を
灯
し
ま
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
黄
牛
の
滝
の
駐
車
場
で

は
盆
踊
り
も
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
見
物

に
き
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
８
月
14
日
㈰
　
19
時
点
火

場
所
　
古
園
・
上
坂
田
・
刈
小
野
上
下
・
阿
鹿

　
野
大
橋
、
宮
城
温
泉
並
び
に
黄
牛
の
滝
周
辺

夕
涼
み
会
に
来
ま
せ
ん
か
？

　
竹
田
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
夕
涼
み
会
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

　
８
月
19
㈮

　
19
時
〜
21
時

　
　
　
雨
天
の
場
合

　
21
日
㈰

場
所

　
竹
田
幼
稚
園

参
加
費

　
子
ど
も
１
人
２
５
０
円

　（
ゲ
ー
ム
券
・
か
き
氷
・
ラ
ム
ネ
な
ど
を
含
む
）

内
容
　
く
じ
引
き
、
盆
踊
り
、
花
火
大
会
等

※
か
き
氷
や
ラ
ム
ネ
も
あ
り
ま
す
。

※
大
人
は
無
料
で
す
が
、
か
き
氷
や
ラ
ム
ネ
は

　
１
０
０
円
で
お
分
け
し
ま
す
。

※
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
参
加
希
望
を
８

　
月
12
日
㈮
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
幼
稚
園

　
☎
63
─１
０
８
１

夏
休
み
子
ど
も
創
生
塾

　
岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
小
学
生
を

対
象
に
次
の
と
お
り「
夏
休
み
子
ど
も
創
生
塾
」

を
開
催
し
ま
す
。
夏
休
み
の
思
い
出
と
、
自
由

研
究
づ
く
り
に
い
か
が
で
す
か
？

　
参
加
希
望
の
人
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
学
年
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
葉
っ
ぱ
の
ア
ー
ト
」

 

　
〜
自
然
の
い
ろ
ん
な
か
た
ち
発
見
！
〜

日
時
　
８
月
19 

日
㈮

　
　
　
９
時
〜
11
時
30
分
　
小
雨
決
行

場
所
　
そ
う
ぞ
う
の
丘
（
竹
田
）

講
師
　
昆
虫
研
究
家
　
芳
川
陽
二

「
ま
ち
な
み
デ
ジ
カ
メ
探
検
隊
」

　
〜
ま
ち
の
あ
れ
こ
れ
探
し
て
み
よ
う
〜

日
時
　
８
月
20 

日
㈯

　
　
　
９
時
〜
12 
時
　
小
雨
決
行

場
所

　
佐
藤
義
美
記
念
館
他

講
師

　
歴
史
資
料
館

　
中
西
義
昌

「
夏
の
星
空
物
語
」

　
〜
夏
の
星
座
を
み
よ
う
〜
（
天
体
観
望
会
）

日
時

　
８
月
21
日
㈰

　
　
　
19
時
30
分
〜
21
時
　
雨
天
の
場
合
28
日
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場
所　

そ
う
ぞ
う
の
丘
（
竹
田
）

講
師　

県
生
涯
学
習
課　

馬
場
尚
登

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
創
生
館

　

☎
62
─４
１
０
０
（
月
曜
休
業
）

第
15
回
暴
力
追
放
・
銃
器
絶
滅

　

大
分
県
民
大
会

　

暴
力
団
排
除
と
不
法
銃
器
の
根
絶
気
運
を
一

層
盛
り
上
げ
、
安
全
で
安
心
な
大
分
県
を
築
く

た
め
、
県
民
大
会
を
大
分
市
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈫　

14
時
〜
16
時

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
「
文
化
ホ
ー
ル
」　

　

大
分
市
府
内
町

内
容　

特
別
講
演
「
今
、
力
強
く
生
き
る
」

講
師　

田
畑
正
久　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
心
の
時

　

代
」
出
演
で
お
馴
染
み
の
医
療
法
人
仁
和
会

　

佐
藤
第
二
病
院
（
大
分
市
）
医
師

主
催　

㈶
暴
力
追
放
大
分
県
民
会
議

  

教　

育

わ
た
し
た
ち
の
力
を
試
さ
せ
て
く
だ
さ
い

〜
体
験
実
習
先
・
職
場
実
習
先
を

　

さ
が
し
て
い
ま
す
〜

　

竹
田
養
護
学
校
で
は
、
高
等
部
と
中
学
部
の

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
「
産
業
現
場
等
に
お

け
る
実
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
学

習
は
、
卒
業
後
の
社
会
参
加
・
社
会
自
立
を
目

指
し
て
、働
く
意
欲
や
態
度
、職
場
で
の
マ
ナ
ー

等
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

毎
年
高
等
部
は
６
月
と
11
月
に
１
〜
２
週

間
、
中
学
部
は
６
月
と
２
月
に
２
日
間
か
ら
１

週
間
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
習
期
間

中
は
担
当
職
員
が
生
徒
の
実
態
や
仕
事
内
容
に

応
じ
て
適
宜
対
応
し
ま
す
。

　

直
接
就
職
に
つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
生
徒
に

学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
、
担
当
の
職
員
が
説
明
に
伺
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
立
竹
田
養
護
学
校
進
路
指
導
部

　

担
当
：
戸
次
、
徳
永　

☎
63
─０
７
２
２

平
成
17
年
度
視
覚
障
害
教
育
相
談

　

大
分
県
教
育
委
員
会
で
は
、
視
覚
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
教
育
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

　

第
１
回　

８
月
29
日
㈪　

10
時
30
分
〜
15
時

　

第
２
回　

11
月
30
日
㈬　

10
時
30
分
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
教
育
事
務
所

　
（
竹
田
総
合
庁
舎
31
会
議
室
）

内
容　

視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒

　

の
家
庭
で
の
接
し
方
、
保
育
、
教
育
、
医
療

　

に
関
す
る
こ
と
等

対
象
者　

視
覚
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生

　

徒
の
保
護
者
ま
た
は
関
係
者
（
保
育
士
、
教

　

員
等
）

相
談
員　

盲
学
校
教
員

そ
の
他　

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
個
別
指
導
。

　

相
談
の
時
間
等
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
か
ら

　

別
途
連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
教
育
委
員
会　

☎
63
─４
８
１
６

大
分
県
奨
学
会
予
約
奨
学
生

高
等
学
校
等
緊
急
支
援
奨
学
金
予
約
奨
学
生

対
象　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

　

の
中
学
３
年
生
で
、
平
成
18
年
４
月
に
大
分

　

県
内
の
高
等
学
校
又
は
高
等
専
門
学
校
へ
進

　

学
を
希
望
し
て
い
る
者
で
、
優
秀
な
資
質
を

　

有
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

　

者
。

募
集
期
間　

９
月
中
旬
ま
で

貸
与
期
間　

平
成
18
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学

　

校
の
標
準
修
業
期
間
の
終
わ
る
月
ま
で
。

貸
与
月
額

　

国
公
立　

自　

宅　

１
８
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外　

２
３
、０
０
０
円

　

私　

立　

自　

宅　

３
０
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

自
宅
外　

３
５
、０
０
０
円

高
等
学
校
等
育
英
奨
学
金
予
約
奨
学
生

対
象　

大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

　

の
中
学
３
年
生
で
、
平
成
18
年
４
月
に
高
等

　

学
校
（
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の
高
等
部
を

　

含
む
）
又
は
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進
学
を

　

希
望
し
て
い
る
者
で
、優
秀
な
資
質
を
有
し
、

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
。

※
募
集
期
間
・
貸
与
期
間
・
貸
与
月
額
は
右
に

　

同
じ
で
す
。

※
募
集
は
、
在
学
す
る
学
校
を
通
し
て
行
い
ま

　

す
。
詳
し
く
は
奨
学
金
担
当
の
先
生
に
お
問

　

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

㈶
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７
─５
３
６
─１
１
１
１

　
（
内
線
５
６
１
４
・
５
６
２
０
）

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

募
集
人
員　

専
修
科　

90
人

入
学
資
格　

高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
資
格
以

　

上
の
人
（
平
成
18
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
見

　

込
の
人
を
含
む
）

教
育
目
的　

国
内
航
路
の
船
舶
職
員
（
船
長
・

　

機
関
長
・
航
海
士
・
機
関
士
）
の
養
成

修
業
年
限　

２
年

選
抜
方
法　

推
薦
又
は
一
般
入
試

出
願
期
間　

推
薦　
10
月
１
日
〜
11
月
11
日

　

一
般
（
前
期
）　

10
月
１
日
〜
12
月
２
日

　

一
般
（
後
期
）　

12
月
19
日
〜
平
成
18
年
１

　
　
　
　
　
　
　
　
月
20
日

試
験
日　

推
薦　
11
月
19
日
㈯

　

一
般
（
前
期
）　

12
月
10
日
㈯

　

一
般
（
後
期
）　

平
成
18
年
１
月
28
日
㈯

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

〒
７
９
９
─２
１
０
１　

愛
媛
県
今
治
市
波

　

方
町
波
方
甲
１
６
３
４
─１

　

☎
０
８
９
８
─４
１
─５
２
７
８

  

成
人
式

平
成
17
年
度
竹
田
市
成
人
式

　

新
市
が
発
足
し
て
初
め
て
の
竹
田
市
成
人
式

を
開
催
し
ま
す
。
成
人
者
の
皆
さ
ん
の
出
席
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４

　

月
１
日
生
（
今
年
度
21
歳
に
な
る
学
年
）

日
時　

８
月
16
日
㈫

　
　
　

受
付
９
時
〜　

式
典 

10
時
〜

　
　
　

お
楽
し
み
会　

10
時
50
分
〜

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
又
は

　

各
総
合
支
所
教
育
課



たけたん情報 平成17年8月号 ❻

  
募　

集

”戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ
”

第
８
回
特
別
弔
慰
金

対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

　

料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場

　

合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

　

お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

１
．
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

　

没
者
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を

　

取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

　

か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

４
．
右
記
３
以
外
の
、
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　

④
兄
弟
姉
妹

５
．
上
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
以
内
の
親

　

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

　

年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら

　

れ
ま
す
）

支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

　

国
債

請
求
期
間　

平
成
17
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年

　

３
月
31
日
ま
で

請
求
窓
口　

福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
保
健

　

福
祉
課

請
求
事
務
手
続
き
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！

　

地
区
説
明
会
を
右
下
表
の
日
程
に
よ
り
行
い

ま
す
の
で
、
関
係
遺
家
族
の
方
の
ご
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
管
理
係　

☎
63‒

４
８
１
１

　

荻
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

☎
68‒

２
２
１
４

　

久
住
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

☎
76‒

１
４
１
９

　

直
入
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

☎
75‒

２
１
４
２

竹
田
市
商
工
業
者
経
営
活
性
化

借
入
金
利
子
補
給
費
補
助
金

　

店
舗
改
装
や
設
備
等
の
更
新
等
で
、
そ
の
事

業
が
経
営
の
活
性
化
を
図
る
事
業
と
認
め
ら
れ

た
場
合
、
融
資
機
関
か
ら
の
借
入
金
に
対
し
て

利
子
補
給
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
商
工
業
者
又
は
市
内
で
新
規
に

　

商
工
業
を
行
う
人
で
、
雇
用
の
拡
大
を
図
る

　

事
業
、
店
舗
等
の
改
装
、
設
備
等
の
更
新
、

　

観
光
や
景
観
に
役
立
つ
事
業
を
行
う
た
め
、

　

融
資
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
た
人
。

補
助
金
額　

借
入
金
の
平
均
残
高
に
年
２
％
の

　

補
助
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
２
０
０
万

　

円
以
上
、
１
０
０
０
万
円
以
内
の
事
業
。

募
集
期
間　

随
時
。
た
だ
し
、予
算
の
範
囲
内
。

　

そ
の
他
国
や
県
、
事
業
団
等
の
助
成
、
支
援

事
業
等
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
新
た
に
事
業

等
を
計
画
を
さ
れ
て
い
る
人
で
補
助
金
等
の
検

討
を
さ
れ
て
い
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
、
国
や
県
の
補
助
金
は
、
申
請
か

ら
決
定
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
事
業
を
行
う
１
年
以
上
前
に
要
望
書
が
必

要
と
な
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ　

商
工
観
光
課

　

☎
63‒

１
１
１
１

陸
上
競
技
新
規
審
判
員
講
習
会

主
催　

大
分
陸
上
競
技
協
会

日
時　

８
月
28
日
㈰　

10
時
〜
15
時

場
所　

竹
田
市
陸
上
競
技
場

講
習
内
容　

審
判
員
制
度
・
ト
ラ
ッ
ク
競
技
・

　

跳
躍
競
技
・
投
擲
競
技

※
実
技
は
、
10
月
23
日
開
催
予
定
で
す
。

講
師　

大
分
陸
上
競
技
協
会
審
判
部

経
費　

３
、０
０
０
円
（
弁
当
は
各
自
持
参
）

募
集
人
数　

30
人

申
込
〆
切　

８
月
19
日
㈮
必
着　

電
話
可

申
込
内
容　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　

☎
63‒
４
８
１
７

電
源
セ
ン
タ
ー
研
修

　

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
企
画
立
案
能
力
の
養

成
、
実
践
能
力
の
向
上
等
様
々
な
テ
ー
マ
で
先

進
地
事
例
の
紹
介
等
実
務
的
な
研
修
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

研
修
名
「
地
域
分
権
社
会
に
お
け
る
自
立
し
た

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」

　

自
立
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
、

住
民
と
行
政
と
の
相
互
理
解
の
手
法
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

期
日　

９
月
８
〜
９
日

場
所　

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）

募
集
〆
切　

８
月
８
日
㈬

募
集
人
員　

３
人

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み　

竹
田
研
究
所

　

☎
63‒

４
８
０
７

「
差
別
を
な
く
す
人
権
標
語
」大
募
集
！

　

人
権
問
題
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
ど
こ

に
で
も
あ
る
身
近
な
問
題
で
す
。
あ
な
た
の
身

近
に
あ
る
こ
と
を
標
語
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
対
象　

大
分
県
内
に
在
住
し
て
い
る
15
歳

　

以
上
の
人

応
募
方
法　

は
が
き
又
は
封
書
で
送
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
郵
便
番
号
・
住
所
・

　

電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
１
人
１
作
品
の
応
募
と
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
９
日
㈮　

※
消
印
有
効

賞
及
び
賞
金　

　
「
優
秀
賞
」
２
点
、、「
入
選
」
15
点

そ
の
他　
「
優
秀
賞
」
受
賞
作
品
は
、
ス
テ
ッ

　

カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募
者
に

　

帰
属
し
ま
す
。
た
だ
し
、「
優
秀
賞
」及
び「
入

　

選
」
作
品
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
は
主
催
者

　

に
対
し
，
作
品
を
無
償
で
自
由
に
公
表
又
は

　

使
用
す
る
権
利
を
許
諾
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
応
募
先

　

㈳
大
分
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会

　

〒
８
７
０‒

０
９
２
９

　

大
分
市
下
郡
４
９
６‒

38

　

☎
０
９
７‒

５
５
６‒

１
０
１
２

日時（8月） 開 催 場 所 該 当 地 区

16 日 14：00 ～ 竹田市総合社会福祉センター 竹田、豊岡

17日 14：00 ～

竹田市総合社会福祉センター 岡本、明治

竹田市久住中央公民館 久住

竹田市直入総合支所大会議室 直入

18 日 14：00 ～

竹田市文化会館大会議室 入田、姥岳、宮砥

竹田市荻中央公民館 荻

竹田市白丹公民館 白丹

19 日 14：00 ～
竹田市文化会館大会議室 菅生、松本、玉来

竹田市都野公民館 都野

22 日 14：00 ～ 竹田市城原地区館 城原、宮城
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平
成
17
年
度
自
衛
官
募
集

　

防
衛
庁
で
は
、
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

自
衛
隊
大
分
地
方
連
絡
部
竹
田
募
集
事
務
所

　

☎
63‒

３
３
２
０

  

就　

職

平
成
17
年
度
大
分
県
職
員
採
用
試
験

中
級
試
験
（
総
合
土
木
）

受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

※
大
学
卒
（
卒
見
）
の
人
は
受
検
不
可

受
付
期
間　

８
月
５
日
㈮
〜
24
日
㈬

第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日
㈰

医
療
免
許
資
格
職
試
験
㈼
（
看
護
師
、
診
療
放

射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
学
校
栄
養
職
員
）

受
験
資
格　

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

８
月
５
日
㈮
〜
24
日
㈬

第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日
㈰

警
察
官
Ｂ
試
験
（
一
般
）

受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学

　

卒
（
卒
見
）
の
人
を
除
く

受
付
期
間　

８
月
５
日
㈮
〜
24
日
㈬

第
１
次
試
験
日　

10
月
16
日
㈰

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

平
成
17
年
度
身
体
障
害
者
を
対
象
と

し
た
大
分
県
職
員
採
用
選
考

選
考
職
種　

一
般
事
務

採
用
予
定
者　

１
人

受
験
資
格

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な
し
に

　

職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

③
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１

　

日
に
生
ま
れ
た
人

④
県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
在
学
又
は
訓
練

　

所
入
所
の
た
め
一
次
県
外
に
居
住
し
て
い
る

　

人
を
含
む
）

⑤
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
も
、
採
用
時
に
職

　

務
に
従
事
可
能
な
在
留
資
格
が
あ
れ
ば
受
検

　

で
き
ま
す
。

第
１
次
選
考　

11
月
12
日
㈯

受
付
期
間　

10
月
６
日
㈭
〜
25
日
㈫

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
１
１
１

　
（
内
線
５
２
０
０
・
５
２
１
２
）

  

建　

設

道
路
上
に
張
り
出
し
た
枝
等
の
伐
採

に
つ
い
て(

お
願
い)

　

道
路
は
各
地
域
に
お
い
て
生
活
に
直
結
す
る

重
要
な
公
共
施
設
で
す
。
多
く
の
自
治
会
の
皆

様
や
道
路
愛
護
団
体
、
あ
る
い
は
個
人
の
善
意

に
よ
っ
て
草
刈
、
清
掃
等
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
道
路
愛
護
の
観
点
か
ら
道
路

沿
い
の
山
林
等
か
ら
樹
木
の
枝
が
道
路
上
に
張

り
出
し
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

伐
採
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
樹
木
の
管
理

は
樹
木
の
所
有
者
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
道
路
交
通
の
安
全
確
保
の
た
め
、
心
当
た

り
の
あ
る
市
民
の
方
は
枝
等
の
伐
採
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
伐
採
に
あ
た
っ
て

は
、
路
面
か
ら
４
〜
５
㍍
の
上
方
空
間
を
確
保

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

建
設
課 　

☎
63‒

４
８
０
８

  
税　

金

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
は
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
住
宅
や
住
宅
用
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

大
分
県
竹
田
県
税
事
務
所

　

☎
62‒

２
１
７
８

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

一般曹候補
学　　　　生

18歳以上
24歳未満の人

8月 1日
～ 9月 8日

9月 17日㈯
竹田市文化会館

曹 候 補 士 18歳以上
27歳未満の人

8月 1日
～ 9月 8日

9月 17日㈯
竹田市文化会館

男 子 18歳以上
27歳未満の人 通　　　年 9月 19日㈪

日本文理大学

女 子 18歳以上
27歳未満の人

8月 1日
～ 9月 8日

9月 25日㈰
大分県中小企業会館

航 空 学 生
高卒（見込含）
18歳以上
21歳未満の人

8月 1日
～ 9月 8日

9月 23日㈭
大分県中小企業会館

  

年　

金

国
民
年
金
保
険
料
納
付

　

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
忘
れ
て
い
る
人
に
『
国
民
年
金
推
進
員

等
に
よ
る
戸
別
訪
問
』、『
電
話
に
よ
る
納
付
案

内
』
を
行
い
、
国
民
年
金
制
度
の
説
明
や
保
険

料
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
（
土
・
日
含

む
）。
な
お
、
国
民
年
金
推
進
員
等
は
身
分
証

明
書
を
携
行
し
て
お
伺
い
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
収
集
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
等
を
名

乗
っ
て
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
不
審
な
電
話
が

あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
険
事
務
所
が
電
話
で
個

人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
を
受
け
た

時
は
、
お
手
数
で
す
が
社
会
保
険
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。　

●
お
問
い
合
せ　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

  

国
勢
調
査

10
月
１
日
は
国
勢
調
査
の
日
で
す
！

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人
口
、
世
帯
、

就
業
者
か
ら
み
た
産
業
構
造
な
ど
の
状
況
を
地

域
別
に
明
ら
か
に
す
る
統
計
を
得
る
た
め
に
行

わ
れ
る
、国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
各
種
統
計
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
各
種
の
行
政
施
策

を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら

れ
る
、
国
民
の
共
有
財
産
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
国
勢
調
査
へ
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

２
等
陸
・

海
・
空
士
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　竹田市では本年度、新規に品種改良された果樹品種プラム「鳥越」の生産希望者に対して
苗木購入補助を行います。

【プラムの案内】　品種名　「鳥
ちょうえつ

越」
　プラムとはすももの一種で、糖度が高く徐々に消費者の間で人気が高まってきているくだもので
す。また、プラムは木の寿命が長く病害虫や寒さにも強く収穫時期が早いので、気象災害等を受け
にくい等総合的に有望な品種だと判断されます。
　竹田市としては今後産地化を行い、竹田市の果樹として生産振興を図ります。

【補助の内容】
　苗木は 1本 3,000 円かかりますが、そのうちの 2分の 1（1,500 円）を市が負担します。１反当
たりに必要な植裁本数は 20本ですから、例えば 1反植裁すれば、苗木代として 30,000 円必要です。

【募 集 要 項】
　生産希望者は申請書の提出が必要です。
　申請書は農林畜産課及び各総合支所産業課にあります。

【申 込 期 日】　8月 19 日㈮まで
●お問い合せ・申込み
　農林畜産課　　　　　☎ 63-4805　荻総合支所産業課　　☎ 68-2215
　久住総合支所産業課　☎ 76-1116　直入総合支所産業課　☎ 75-2215

竹田市プラム（すももの一種）生産者募集！

地域審議会委員を募集します。
　竹田市では、合併前の協議に基づき、旧市町の区域（竹田市、荻町、久住町、直入町）を単位に「地
域審議会」を設置します。これは、市民の皆様に積極的に市政に参加していただき、事業計画の策定
や見直し等において意見を求めることにより、より開かれた行政運営を推進していこうとするものです。
　つきましては、下記要領により委員の募集を行いますので、積極的なご応募をお待ちしております。

●お問い合せ・申込み
　企画情報課まちづくり・情報化推進係　☎ 0974-63-4801
　荻総合支所地域振興課　　　　　　　　☎ 0974-68-2211
　久住総合支所地域振興課　　　　　　　☎ 0974-76-1112
　直入総合支所地域振興課　　　　　　　☎ 0974-75-2211

募 集 人 員 それぞれの地域審議会ごとに 4名程度

任　　　期 2 年

応 募 資 格
それぞれの地域（合併前の竹田市・荻町・久住町・直入町）内に住所を有する 18才以上で、
審議会に出席できる人（学生は除きます）。

応 募 方 法
本庁の企画情報課、各総合支所の地域振興課に備え付けの応募用紙に必要事項を記入の
上、郵送又は持ち込みにより提出をお願いします。
※提出された応募用紙は返却いたしません。

提　出　先 本庁の企画情報課、各総合支所の地域振興課

公募〆切日 平成 17年 8月 31日㈬

選 考 方 法 応募者多数の場合は、抽選会を開催し決定します。



※行政相談に関するお問い合せは行政相談員まで（田仲静夫：☎ 63 ‒ 2454、渡辺善照：☎ 77 ‒ 2067、斉藤義昭：☎ 75 ‒ 2692、太田正一：☎ 68 ‒ 2480）

1 ㈪ ・ 固定資産税 2期、国民健康保険税 1期、介護保険料 1期納期限・ 平成 17年度奥豊後ちょっと見歴史展（7日まで／市民ギャラリー水琴館）　
・ 竹田美術同好会・和田アヤ子作品展（31日まで／竹田観交情報センター〔竹田温泉花水月内〕）　・ 荻の里温泉休館日

2 ㈫ ・ 献血 10:00 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）　
・ サマージャンボ宝くじ発売最終日

3 ㈬ ・清涼高原「バスでらくらく久住の名水めぐりとトウモロコシ狩り」9:00 大分駅前出発～ 15:00
・竹田市歩こう会「早朝散歩　岡城」5：50廣瀬神社下集合（※1）

4 ㈭ ・子ども祭り 9:00 ～ 15:00（直入中央公民館）
・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）

5 ㈮ ・第 36回竹田七夕まつり 10:00 ～ 21:00（7日まで／竹田商店街）
・荻町商工会夕涼サマーフェスタ 18:00 ～ 21:00（桜町公園）

6 ㈯ ・竹田市歩こう会「早朝散歩　魚
うおずみ

住」5:50 本町マルショク前集合（竹田）（※ 1）　・古町商店街七夕夜市・中央商店街子供夜市 19:00 ～ 21:00（竹田）
・第 13回ナイター陸上〔’05ドリームゲームス in おぎ〕15:30 ～（荻小学校グラウンド）　・広島平和記念日

7 ㈰ ・ 久住地区 1日清掃デー 8:30 ～ 10:30（久住町）
・ 第 1回市民球技大会

8 ㈪ ・ 竹田温泉花水月休館日　・荻の里温泉休館日　・竹田市 , 柳川市 , 延岡市児童体験交流会（10日まで）
・ 平成 17年度狩猟免許更新及び検査受付（19日まで／竹田直入地方振興局林業課）

9 ㈫ ・ 久住夏越祭り（久住商店街）
・長崎原爆の日

10㈬ ・ 久住夏越祭り（久住商店街）　・ 道の日
・おはなしルーム 13:30 ～（竹田市立図書館）

11㈭
12㈮ ・ 第2回花公園クラフトフェア（15日まで／くじゅう花公園）

13㈯
14㈰ ・小松明と盆踊り 19:00 着火 (宮城地区 ) 

15㈪ ・終戦記念日　・ 荻の里温泉休館日
・精霊流し 19:00 ～予定（JR豊後竹田駅前稲葉川河川敷）

今月の総合健診　●お問い合せ　健康増進課　☎ 63 ‒ 1111（内線 173,174）
月　日 時　間 対　　　　象 会　　　　場
8月 2日㈫ 8:00

～ 10:00

新田 ,下河原 ,原 ,東原 ,日向 ,柚柑子 ,仲村（長）,社家 ,久保 ,下社家 ,下迫 ,沢水 ,辻 ,冬田 ,花立
直入保健福祉センター8月 4日㈭ 神堤 , 上野 , 南原 , 四ツ口 , 筒井 , 長野 , 日向塚 , 栃原 , 桑畑

8月 5日㈮ 湯ノ原 , 山脇 , 南 , ドイツ村 , 湯の香 , 福祉センター , スカイビュー , 芋の迫 , 南ヶ代 , 芹川団地
8 月 7日㈰ 8:00 ～ 9:00 久住でまだ受診していない方 久住保健センター
8月 9日㈫

8:00

～ 10:00

岡　本 岡本小学校
8月 10日㈬ 入　田 祖峰小学校
8月 21日㈰ 直入でまだ受診していない方 直入保健福祉センター
8月 22日㈪ 松　本 竹田南部中学校
8月 23日㈫ 宮　城 宮城台小学校
8月 26日㈮ 城　原 城原小学校
8月 28日㈰ 全地区 竹田市総合社会福祉センター
8 月 29日㈪ 豊　岡 竹田市総合社会福祉センター
8 月 30日㈫ 竹　田 竹田市総合社会福祉センター
8 月 31日㈬ 玉　来 玉来分館



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。

16㈫ ・竹田市成人式 9:00 ～ 12:00（竹田市文化会館）　・「浄光園」追悼式 9:00 ～（葬祭場「浄光園」）
・県病健康教室「がん予防の水際作戦－婦人科健診と前癌状態について－」13:00 ～ 14:00（大分県立病院 3階講堂）

17㈬ ・社会保険相談所 (年金相談 ) 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（直入総合支所相談室）
・サマージャンボ宝くじ抽選日

18㈭ ・行政相談 9:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）10:00 ～ 12:00（荻総合支所 1階厚生室）

19㈮ ・竹田幼稚園夕涼み会 19:00 ～ 21:00（竹田）　・竹田市プラム「鳥
ちょうえつ

越」生産希望者苗木購入補助申込〆切
・夏休み子ども創生塾「葉っぱのアート」9:00 ～ 11:30（そうぞうの丘〔竹田〕）

20㈯ ・夏休み子ども創生塾「まちなみデジカメ探検隊」9:00 ～ 12:00（佐藤義美記念館～）　・里山シンポジューム 13:30 ～（竹田商工会議所）　
・ことりのアトリエ版画教室作品展 10:00 ～ 16:00（28日まで /ことりのアトリエ〔佐藤義美記念館横〕）　・竹田南高校土曜講座 10:00 ～ 12:00

21㈰ ・ 家庭の日　・ 竹田市歩こう会「挾田遊歩道散策」8:00 豊後竹田駅前集合（※ 1）　・ 第 24回大分県アーチェリー協会選手権大会 9:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）　・ 清涼高原「一足早い秋の野草観
察とトウモロコシ狩り　フラワーズヴァレー探索」10:00 久住南登山口～ 15:00　・夏休み子ども創生塾「夏の星空物語」19:30 ～ 21:00（そうぞうの丘〔竹田〕）　・第 18回蛍の里祭り（明治小学校〔竹田〕）

22㈪ ・ 荻の後温泉休館日
・ 介護相談 9:00 ～ 16:00（保険課介護係〔本庁舎〕）

23㈫ ・ふるさと生活伝承講座 13:00 ～ 16:00（大分県竹田総合庁舎 31会議室）
・第 15回暴力追放・銃器絶滅大分県民大会 14:00 ～ 16:00（コンパルホール「文化ホール」〔大分市〕）

24㈬ ・竹田南高校オープンスクール
・大腸内視鏡検診（25日まで /本庁及び各総合支所）

25㈭ ・「くらしの安心相談員」による豊肥地域管内統一相談 13:00 ～ 16:00（本庁及び各総合支所）
・道路防災週間（31日まで）

26㈮ ・第 2回街並み景観写真展募集〆切

27㈯
28㈰ ・陸上競技新規審判員講習会 10:00 ～ 15:00（竹田市陸上競技場）　・直入町民体育祭（直入総合運動公園）

・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「初秋の自然遊歩道」8:00 竹田市役所集合（※ 2） 

29㈪ ・まちづくり意見交換会 19:00 ～ 21:00（竹田商工会館２階）
・荻の里温泉休館日　・視覚障害者教育相談 10:30 ～ 15:00（竹田総合庁舎 31会議室）

30㈫ ・ 防災週間（9月 5日まで）　・建築物防災週間（9月 5日まで）
・ 平成 17年度狩猟免許更新講習及び検査 9:00 ～ 17:00（竹田直入地方振興局林業課）

31㈬ ・ 市県民税 2期、国民健康保険税 2期、介護保険料 2期納期限　・個人事業税第 1期納期限
・ 地域審議会委員募集〆切　・児童扶養手当現況届提出期限

週間・
月間他

・水の日・水の週間（7日まで）　・夏の省エネ総点検の日　・北方領土返還運動全国強調月間　・道路ふれあい月間　・差別をなくす運動月間
※ 1：お問い合せ　竹田市歩こう会（小林会長：☎ 62 ‒ 3304）※ 2：お問い合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62 ‒ 4100

竹田市社会福祉協議会相談日
・一般相談（2,9,16,23,30 日）9:00 ～ 12:00
・法律相談（12日）13：00～ 16：00※要予約




